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浜田市石見神楽 大阪・関西万博公演（令和７年６月開演）

一
般
会
計
予
算

総
額

４
２
７
億
4
，
０
０
０
万
円

令和８年度
浜田市当初予算

問
合
せ

・
財
政
課
財
政
係

☎
㉕
９
２
１
０

・
各
事
業
担
当
課

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

浜
田
市
議
会
の
令
和
８
年
３
月
定
例
会
議

に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
の

編
成
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効

に
活
用
す
べ
く
、
各
部
内
に
お
い
て
徹
底
し

た
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、「
中
期
財
政

計
画
」
に
沿
っ
た
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

昨
今
の
資
材
価
格
の
高
騰
や
賃
金
上
昇
な

ど
を
踏
ま
え
、
物
価
上
昇
対
応
分
と
し
て
各

部
に
対
し
て
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
よ
る
裁
量

経
費
（
施
策
別
予
算
配
当
）
の
加
算
を
行
う

と
と
も
に
、
編
成
の
過
程
で
市
長
が
令
和
８

年
度
に
新
た
に
力
を
入
れ
る
施
策
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

予算編成概要 持続可能な財政体質の確立に向けて

浜
田
橋
の
架
け
替
え
や
次
期
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は

じ
め
、
美
川
小
学
校
の
建
設
や
美
又
地
域
の

日
帰
り
入
浴
施
設
の
整
備
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
設
備
の
更
新
や
島
根
県
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
競
技
会
場
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

ハ
ー
ド
面

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と
し
て
、
子
ど
も

医
療
費
の
高
校
生
年
代
ま
で
の
完
全
無
償
化

や
産
後
ケ
ア
事
業
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
５
歳
児
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
面

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
市
民
と

行
政
が
つ
な
が
る
「
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
」
の

構
築
や
公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
、
公

金
収
納
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
一
方
で
、
財

政
運
営
の
健
全
化
の
た
め
、
約
11
億
円
の
地

方
債
の
繰
上
償
還
を
実
施
し
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て

こ
の
よ
う
な
取
組
の
結
果
、
令
和
８
年
度

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
４
２
７
億
４
，
０

０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
に
お

い
て
は
、
金
額
で
５
億
６
，
５
９
８
万
６
千

円
の
減
、
率
に
し
て
１
．
３
％
の
減
と
な
り

ま
す
。

令和８年度当初予算

国
の
地
方
財
政
対
策
を
注
視
し
つ
つ
、
総

合
振
興
計
画
や
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
10
月
に
策
定

し
た
行
財
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
る
変
化
に
対
応
し
た
体
制
づ
く

り
に
あ
わ
せ
て
、
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る

政
策
実
現
、
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
に

必
要
と
な
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
既
存
事
業

を
随
時
見
直
し
な
が
ら
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

フ
ォ
ー
・
ビ
ル
ド
」
に
よ
る
事
業
構
築
を
図

る
な
ど
、
将
来
に
責
任
の
あ
る
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

一般会計の概要

特別会計・公営企業会計

会　　計　　名 収入 支出

水  道  事  業 収益的収支 17億632万円 18億5,094万円
資本的収支 12億7,213万円 18億7,222万円

工業用水道事業 収益的収支 1億4,414万円 1億4,527万円
資本的収支 1,499万円 2,707万円

下 水 道 事 業 収益的収支 9億8,347万円 9億9,625万円
資本的収支 25億5,163万円 28億6,733万円

会　　計　　名 予算額

国民健康保険 事業勘定 56億1,526万円
直診勘定 3億392万円

駐 車 場 事 業 2,089万円
後 期 高 齢 者 医 療 11億9,031万円

◆特別会計◆（３会計） ◆公営企業会計◆（３会計）

泫表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

（38.8%）

自 主
財
源

(61.2%)

依
存

財

源
（47.7%）

義
務
的
経
費

投資的経費
（18.0%）

（34.3%）（34.3%）（34.3%）

その他
の
経
費

●人件費：市職員の給与や共済金など
●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療費など
●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要する経費
●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校など公共用又は
　　　　　　　　　公用施設の建設に要する経費及び災害
　　　　　　　　　復旧に要する経費
●物件費：旅費・需用費・役務費・委託料・使用料及び賃借
　　　　料など
●維持補修費：市が管理する公共用又は公用施設などを維持
　　　　　　するために必要な補修経費
●補助費等：各種団体に対する補助金・交付金・負担金など
●積立金：基金に積み立てる経費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目的として貸付け
　　　　を行うための経費
●繰出金：一般会計から特別会計などに対し繰り出す経費

●市税：皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：特定のサービスを受ける人に負担して
　　　　　　　　　もらうお金

●使用料及び手数料：市の施設の使用料や、住民票の発行手
　　　　　　　　　数料など

●繰入金：基金の取り崩しなどにより繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：寄附金など
●地方譲与税等：市に一定基準配分される、国が徴収する揮
　　　　　　　発油税や自動車重量税など

●地方交付税：市税収入の少ない市でも、市民に一定水準の
　　　　　　行政サービスが提供できるよう国から交付されるお金
●国庫支出金：特定の事業に対して交付される国からの補助金など
●県支出金：特定の事業に対して交付される県からの補助金など
●市債：多額の経費がかかる事業を行うために、国や銀行か
　　　ら借り入れるお金

令和８年度当初予算
は市ホームページ
から見られます

歳出 歳入

歳出 歳入427億4,000万円令和８年度当初予算

用　語　解　説

（22.3%）
市税
95億 1,792 万円

（11.3%）
市債
48億 1,930 万円

（6.8%）
県支出金
29億
1,181 万円

（14.6%）
国庫支出金
62億
2,683 万円

（23.0%）
地方交付税
98億 5,000 万円

（5.5%）
地方譲与税等
23億 4,849 万円

（3.5%）
その他
15億 313 万円

（2.1%）
諸収入
8億 9,207 万円

（0.7%）
分担金及び負担金
2億 8,804 万円

使用料及び手数料
4億 929 万円

（0.9%）

（9.3%）
繰入金
39億 7,312 万円

（7.2%）
繰出金
30億 6,332 万円

（0.2%）
貸付金
6,646 万円

（1.7%）
積立金
7億
3,815 万円

（11.0%）
補助費等
47億
1,468 万円
（0.9%）

維持補修費
3億
6,329 万円

（13.3%）
物件費
56億
9,081 万円 （18.0%）

普通建設事業費等
77億 509 万円

（12.4%）
公債費
53億 1,663 万円

（18.8%）
扶助費
80億
4,363 万円

（16.5%）
人件費
70億
3,794 万円
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市民１人当たりに換算すると 90万3,289円
令和８年度当初予算額　427億4,000万円を 歳出額　合計

人　口　47,316人
世帯数　24,649世帯
（Ｒ８．３．１現在）

泫金額はそれぞれ四捨五入しているため、合計額は必ずしも一致しません

収入
（　）は市の収入科目

令和８年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料（市税） 95万2千円 22.3 
アパートの家賃収入などの
副収入（使用料及び手数料など） 30万9千円 7.2

預金の取崩し（繰入金） 39万7千円 9.3 

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税など） 122万円 28.5 

兄弟からの援助（国県支出金） 91万4千円 21.4 
家を増築するための
銀行からの借入金（市債） 48万2千円 11.3 

合　　　計 427万4千円 100.0 

支出
（　）は市の性質別区分

令和８年度
当初予算

構成比
（%）

食費（人件費） 70万4千円 16.5 
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 56万9千円 13.3 
医療費（扶助費） 80万4千円 18.8
ローンの返済金（公債費） 53万2千円 12.4
子どもへの仕送り（繰出金） 30万6千円 7.2
家の増築費
（普通建設事業費等） 77万1千円 18.0 

町内会費、サークル会費
（補助費等） 47万1千円 11.0

定期貯金（積立金） 7万4千円 1.7
アパートの修理、知人へ貸し
たお金など
（維持補修費、貸付金など）

4万3千円 1.1 

合　　　計 427万4千円 100.0 

泫表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

収入支出
アパートの家賃収入などの
副収入（使用料及び手数料
など）が減ります。預金の
取崩し（繰入金）が増えます。

町内会費、サークル会費
（補助費等）が減ります。
食費（人件費）が増えます。

庁舎の管理、徴税、
まちづくりセンター
の管理などに使いま
す。

総務費

15万8,202円

子育て支援や高齢者、
障がいのある人への
支援、生活保護など
に使います。

民生費

26万6,421円

ごみ処理や火葬場の
維持、病気の予防、
環境保全などに使い
ます。

衛生費

6万4,893円

農業や林業、水産業
の振興に使います。

農林水産業費

3万8,049円

商業や工業、観光の
振興、企業誘致など
に使います。

商工費

4万7,590円

道路や河川、公園、
住宅の整備などに使
います。

土木費

6万5,766円

消火活動、救急救命
などに使います。

消防費

3万1,990円

小中学校、幼稚園、
文化財保護、社会教
育などに使います。

教育費

10万9,362円

借金の返済に使います。
今年度末借入金
（地方債）残高見込
１人当たり
　　　83万6,036円

公債費

11万2,364円

議会運営、災害復旧
などに使います。

その他

8,651円

昨年と違う点は？

支出 収入427万4,000円

令和８年度当初予算

主な事業
　今年度の歳出予算のうち、新規事業を中心に、
主な事業をお知らせします。

※　金額は今年度にかかる事業費であり、表示単位未満単純
　四捨五入を行っています。
※　事業の詳細については、担当課にお問い合わせください。

健康でいきいきと暮らせるまち

　島根県の補助制度を活用し、医療費助成内容を
市独自に拡大し、子育て世帯の更なる負担軽減を
図ります。

●子ども医療費（医療費助成）
１　助成対象　　小学１年生から18歳到達後最初
　　　　　　 　の３月31日までの子
２　自己負担額　無料
　※　高校生年代の通院自己負担を令和８年度か　
　　ら無償化

担当　健康医療保険課

子ども医療費
助成事業

拡充 6,450万円1億

内 容

　浜田医療センターに対し、夜間救急医療体制の
維持・確保に対して支援することにより、救急患
者の受入れ体制の維持を図ります。

●夜間救急医療体制支援補助金

担当　健康医療保険課

浜田市夜間救急医療
体制支援事業

新規 1,898万円

内 容

　保育の周辺業務や補助業務に係るICTを活用し
た業務システムの導入などの費用の一部を補助し、
保育士などの業務負担を軽減するとともに、働き
やすい環境を整備します。

●保育所等ICT化推進補助金
・保育所などにおける業務のICT化を行うためのシ
　ステム導入　補助率3/4
・保育士の業務負担の軽減に資するICT機能の活用
　補助率1/2
　※　新たな機能を追加して実施する場合は補助率3/4

担当　子ども・子育て支援課

保育所等ICT化推進事業新規 860 万円

内 容

　こどもたちの声が社会に届き、安心して育ち、
学び、自分らしくいられる環境を整えるため、こ
どもの権利に関する条例の制定を行います。

●策定スケジュール
　令和８年度 ：制定委員会の設置及び運営、
　　　　　　　令和10年度制定に向けたスケ
　　　　　　　ジュールやこどもの意見聴取
　　　　　　　方法・内容などの検討
　令和９年度 ：こどもの意見聴取実施、
　　　　　　　制定委員会において素案検討
　令和10年度：制定委員会において素案検討後
　　　　　　　条例案を市に答申、
　　　　　　　パブリックコメントの実施、
　　　　　　　条例の制定

担当　子ども・子育て支援課

こどもの権利に関する
条例制定事業

新規 186 万円

内 容

　対面では伝わりにくい子どもからのSOSを察
知する選択肢を増やすため、GIGA端末を活用し
たオンラインでの相談窓口を設置します。

●オンライン相談窓口運営委託料

担当　学校教育課

児童生徒健全育成事業
(オンライン相談窓口の設置）

新規 500 万円

内 容

担当　子ども・子育て支援課、各支所市民福祉課

　乳幼児等健康診査（乳児・１歳６か月児・３歳児・
５歳児健診）などを実施することにより、乳幼児
の健康問題や発達障がいの早期発見を図り、子育
てについての疑問、悩み相談などの場を提供します。

●乳幼児等健診・すこやか健診・保育所・幼稚園
　巡回訪問などの経費　　※　５歳児健診を追加

乳幼児等健康診査事業
（５歳児健診の追加）

拡充 594 万円

内 容

浜田さん家の家計簿 予算額（一般会計）を1/10,000にして
１年間の家計簿風にしてみると…

4広報はまだ：令和８年５月号
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生活基盤が整った快適に暮らせるまち

　市内公共施設の予約手続などを行う管理システ
ムの運用管理を行います。

　管理システムの導入により、次の内容を実現
します。
●スマートフォンなどからの施設予約
●予約システムと連携したスマートロックなど
●施設に応じた申請などの管理
●キャッシュレス決済
【導入予定施設】
●まちづくりセンター（21施設）
●小中学校（21施設）
●石央文化ホール　など

担当　行財政改革推進課

公共施設予約システム
管理事業

新規 2,930万円

内 容

令和８年度当初予算

主な事業

　市内外の高校に一定額以上の通学定期券を利用
して通学する生徒の保護者に対して、通学費の一
部を助成します。

●通学定期券購入費助成金
　※　補助対象を拡充
　　変更前：市外の場合は、県内の高校で、市内の
　　　　　　高校にない学科に通学する場合に限る
　　変更後：県内要件・学科要件を撤廃

担当　まちづくり社会教育課　交通対策室

高校生通学定期券
助成事業

拡充 540 万円

内 容

内 容

LINEを活用したデジタル市役所の運用管理を
行います。

●デジタル市役所
　運用管理委託料

デジタル市役所
運用管理事業

新規 644 万円

担当　DX推進課

　浜田駅周辺エリアにおいて、市民・事業者・行
政などが一体となったまちづくりを推進するため、
目指す将来像や整備イメージなどを盛り込んだグ
ランドデザインを策定します。

●策定スケジュール
　令和８年度：ヒアリングや意見交換に基づいた
　　　　　　　構想作成
　令和９年度：市民や関係者との合意形成、グラ
　　　　　　　ンドデザイン策定

浜田駅周辺グランド
デザイン策定事業

新規 617 万円

担当　浜田駅周辺活性化推進室

内 容

夢を持ち郷土を愛する人を育むまち

　食材料費の高騰を踏まえ、令和８年度に予定し
ている学校給食費の引上げ改定に際し、食材の購
入費を支援することで保護者負担の軽減を図ります。

●小学校：学校給食費負担軽減事業補助金
●中学校：学校給食費補助金

担当　教育総務課

学校給食費
激変緩和対策事業

新規

2,104万円1億

内 容

学校給食費
負担軽減事業

1,378万円

【補助イメージ】

※　網掛け部分が補助による保護者の負担減

新規 　故益井俊雄氏の御遺志による寄附金を原資とし
た給付型奨学金制度を運営し、海外短期留学又は
文化芸術・スポーツ活動などが経済的理由により
取組困難な人に対して、学資を給付し、その取組
を支援します。

●海外短期留学への支援のための奨学金
　募集人数：毎年度４人
　支給金額：20万円（一人１回限り）
●文化芸術・スポーツ活動などへの支援のための
　奨学金
　募集人数：毎年度４人
　支給金額：月額３万円

益井俊雄奨学金
給付事業

新規 226 万円

担当　教育総務課

内 容

　令和12年度に開催予定の第
84回国民スポーツ大会・第29
回全国障害者スポーツ大会の
浜田市準備委員会事務局を設
置し、大会開催に向けた準備
を行います。

●会計年度任用職員　１人
●浜田市準備委員会負担金

島根県国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会運営事業新規 558 万円

担当　国スポ・全スポ推進室

内 容

協働による　　　 持続可能なまち

　島根県立大学との共同研究を推進するとともに学生の地域活動などを支援します。
●島根県立大学共同研究委託料
●学生と地域をつなぐ交通支援事業補助金
●地域おこし協力隊　１人
●県立大学生チャレンジ応援事業補助金

島根県立大学連携支援事業新規 951 万円

担当　政策企画課

内 容 ●県立大学生有償インターンシップ受入れ
　支援事業補助金

　浜田市カスタマーハラスメント防止に関する条例を制定し、市内の就業者がカスタマーハラスメント
被害を受けない安全な環境を構築し、被害防止を図ります。

●浜田市カスタマーハラスメント防止に関する条例検討委員会開催
●カスタマーハラスメント防止対策業務委託料

カスタマーハラスメント防止対策事業新規 1,143 万円

担当　総務課　カスタマーハラスメント対策推進室

内 容

中学校
保護者 令和７年度給食費 引上改定額

小学校
保護者 令和７年度給食費＋引上改定額

【浜田市での開催が予定されている競技】
競技の種類 競技名 会場

正式

サッカー 浜田市陸上競技場、サン・ビレッジ
浜田、三隅中央公園市民陸上競技場

体操競技 県立体育館
トランポリン 県立体育館
ゴルフ 金城カントリークラブ

ビーチバレーボール 石見海浜公園
軟式野球 浜田市野球場、三隅中央公園市民野球場

公開 綱引 県立体育館

競技の種類 競技名 会場
正式 ブラインドベースボール 三隅中央公園多目的広場、三隅中学校グラウンド

国民スポーツ大会

全国障害者スポーツ大会

【イメージ】



89 広報はまだ：令和８年５月号広報はまだ：令和８年５月号

令和５年度に若者世代の声を基に創設した「若者支援ファンド事業」については、令和７年度末をもって終了と
し、令和８年度からは、各事業において「上乗せ補助」などの支援策を継続して実施します 。
これまでの各種補助事業に、若者（U・Iターン者含む39歳以下の人）を対象とした上乗せ補助を行います。

若者支援事業
については
市ホームページ
から見られます

２．「起業」の支援

No. 事業名 通常補助額 若者支援
上乗せ 若者合計 担当課

2-1
商業支援事業補助金
　対　象　小売店等開業支援
補助率　対象経費の１/２以内

上限200万円 上限30万円 上限230万円
商工労働課
事業支援係
☎㉕９５０１

１．「就業」の支援

No. 事業名 通常補助額 若者支援
上乗せ 若者合計 担当課

1-1
漁業就業支度金
対　象　U・Iターンしまね産業体験事業

　　　　　を終了し、漁業に就業する人
内　容　漁業就業支度金を支給

研修期間中
12万円×12月
（定住財団）

30万円
研修期間中
12万円×12月
＋30万円

水産振興課
水産係
☎㉕９５２０

1-2

若者就農対策支度金
対　象　当該年度に、浜田市の認定新規就

　　　　　農者として認定を受けた人(1)又
　　　　　は市などが行う研修などを経て引
　　　　　き続き就農（自営又は雇用）する人(2)
内　容　就農対策支度金を支給

新規就農開始
から３年間
12.5万円×12月

(1)40万円
(2)30万円

新規就農開始
から３年間
12.5万円×12月
＋40万円
又は30万円

農林振興課
普及支援係
☎㉒３５００

1-3

地域おこし協力隊起業・
事業承継支援事業補助金
対　象　浜田市の地域おこし協力隊員
対象経費　起業、事業承継に要する経費
内　容　対象経費の10/10

上限100万円 上限50万円 上限150万円
定住関係人口
推進課
移住定住係
☎㉕９５１１

３．「住まい」の支援

No. 事業名 通常補助額 若者支援
上乗せ 若者合計 担当課

3-1

若者住宅取得支援事業補助金
対　象　住宅取得（新築・中古）に要する

　　　　　費用
補助率　住宅取得費用（土地・建物）の

　　　　　２/100以内

ー 上限40万円 上限40万円
建築住宅課
住宅管理係
☎㉕９６３０

3-2

再生可能エネルギー設備導入支援事業補助金

環境課
カーボン
ニュートラル
推進室
☎㉕９００８

①住宅用太陽光発電設備
対　象　住宅用太陽光発電設備設置
補助率　太陽電池モジュールの公称最大

　　　　　出力１kwあたり５万円
上限20万円 上限20万円 上限40万円

②太陽熱利用設備
対　象 太陽熱利用設備設置
補助率 対象経費の１/３以内

上限20万円 上限20万円 上限40万円

③蓄電池設備
対　象 蓄電池設備設置
補助率 対象経費の10/10以内

上限20万円 上限20万円 上限40万円

問合せ　政策企画課企画係　
　　　　☎㉕９２００

４．「地域活動・交流」の支援

No. 事業名 通常補助額 若者支援
上乗せ 若者合計 担当課

4-1

大学等高等教育機関と連携した
まちづくり推進事業補助金
対　象　大学等高等教育機関、学生団体、
　　　　　市内団体が、大学などと連携して
　　　　　行うまちづくり推進事業
補助率　対象経費の３/４以内
　※　申請時に構成員のうち「39歳以下の人
　　が５人以上」の団体が対象

上限５万円 上限５万円 上限10万円
政策企画課
企画係
☎㉕９２００

4-2

ふるさと同窓会支援事業補助金
　対　象　市内で同窓会を開催する人
　補助率　対象経費の10/10
　※　18歳以上39歳以下の人が10人以上（同
　　窓生が20人未満の場合は半数以上）出席
　　する同窓会が対象

ー

１人上限
２千円

（同窓会上限
５万円）

１人上限
２千円

（同窓会上限
５万円）

定住関係人口
推進課
関係人口係
☎㉕９５１１

No. 事業名 通常補助額 若者支援
上乗せ 若者合計 担当課

3-2

再生可能エネルギー設備導入支援事業補助金

環境課
カーボン
ニュートラル
推進室
☎㉕９００８

④木質バイオマス熱利用設備
対　象 木質バイオマス熱利用設備
補助率 対象経費の１/２以内

上限30万円 上限30万円 上限60万円

⑤家庭用燃料電池設備
対　象 （一社）燃料電池普及促進協会

　　　　　指定の設備設置
補助率 対象経費の10/10以内

上限20万円 上限20万円 上限40万円

民生委員・児童委員を
知っていますか

「活動強化週間」には、全国各地で様々な取組が行われ、浜田市民生児童委員協議会では、取組の一環
として市役所本庁舎にPR懸垂幕を掲揚します。
生活上の心配などありましたら、担当地域の委員に気軽に相談してください。お住まいの地域担当の民
生委員・児童委員、主任児童委員を知りたい場合は、地域福祉課及び各支所市民福祉課へお問い合せくだ
さい。市ホームページで確認することもできます。次ページ（10～11ページ）にも掲載しています（敬称略）。

地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員とは 主任児童委員とは
地域の皆さんの「身近な相談相手」であり「支
援へのつなぎ役」です。地域の皆さんが抱える
悩みや心配ごとなどの相談に乗り、必要であれ
ば専門機関や子育て支援サービスなどを受けら
れるように関係機関へつなぐ役割を担っていま
す。

子どもや子育て家庭への支援を専門に担当す
る「主任児童委員」がいます。

問合せ
・地域福祉課地域福祉係　☎㉕９３００
・各支所市民福祉課

を応援します!!浜田で頑張る若者

民生委員・児童委員、
主任児童委員は
市ホームページ
からも見られます

活動強化週間

５月12日
18日～民生委員・

児童委員の日

５月12日

まち
づくり生活

など
起業
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浜田
民生委員・児童委員 担当地区
宇津井 洋子 外ノ浦町(全域)
髙脇 禮子 松原町(1･2･3･4町内)
(人選中) 松原町(5･6･7･8町内)
小澤 孝子 殿町(1･7･8町内)
五十殿 亮子 殿町(2･3･4･5･6町内)
吉田 登代子 田町(全域)
寺田 悟 朝日町(1･2･3･9･10町内)
来原 祐子 朝日町(4･5･6･7･8町内)
藤川 卓朗 琵琶町(全域)､ 牛市町(全域)
牛尾 昭 紺屋町(全域)
福島 栄子 新町(全域)､ 錦町(全域)
猪口 裕史 京町(全域)､ 栄町(全域)
前本 征生 高田町(全域)
伊藤 俊平 真光町(全域)､ 原町(全域)
磯野 和子 片庭町(全域)
中村 たづる 港町(1･5町内)
下垣 アツ子 港町(2･3･4町内)
池田 勝正 清水町(全域)
岡本 敏 蛭子町(全域)､ 天満町(全域)
井田 寛 瀬戸見町(全域)
山田 清子 大辻町(全域)
浜崎 豊 元浜町(1･2･3･4町内)
岡野 志津枝 元浜町(5･6･7･8町内)
村上 清志 瀬戸ケ島町(全域)
市山 多津子 原井町(全域)
前 滋 笠柄町(全域)

民生委員・児童委員 担当地区
古和 裕二 生湯町(1･2･3･4-3町内)
枝廣 由紀 生湯町(4-1･4-2町内)
田中 清 長沢町(1-1･1-2町内)
宇谷 緑 長沢町(1-3･1-4･1-5町内)
阿部 貴絵 長沢町(2･4-2町内)
長谷川 紀子 長沢町(3･4-3･7･8町内)
桃木 陽子 長沢町(4-1･5-1･5-2町内)
渡部 泰久 長沢町(6町内)、下府町(桜ヶ丘町内)
柴田 聖子 浅井町(1･2･3町内)､黒川町(7町内)
岡本 寧博 浅井町(4-1･4-2町内)
𡈽井 眞紀子 浅井町(5-1･5-2･5-3町内)
波田野 こず枝 浅井町(5-4･5-5･6町内)
三宅 優 黒川町(1-1･1-2･1-3･1-4町内)
佐古 肇徳 浅井町(銀天街町内)､黒川町(2･3町内)
(人選中) 黒川町(5･6･8町内)
勝田 美知子 黒川町(4町内)
渡邊 道代 高佐町(全域)
中村 忠 相生町(2町内)
宮田 祐二 相生町(3･4町内)
西村 みゆき 相生町(1町内)､ 河内町(全域)
田村 美代子 杉戸町(全域)
山田 教子 竹迫町(1･2･3町内)
後藤 敏雄 竹迫町(4町内)
高木 淳 竹迫町(5町内)
三浦 裕二 野原町(全域)
藤川 さゆり 三階町(全域)､内村町(十文字原町内)
河上 昭二 長見町(全域)
三浦 新悟 後野町(全域)
山本 翠 佐野町(全域)
植田 千鶴 宇津井町(全域)

石見

民生委員・児童委員 担当地区
(人選中) 熱田町(1-1町内)
(人選中) 熱田町(4町内)
田村 美根子 熱田町(6･7町内)
中田 和紀 熱田町(8･9･10町内)
山本 博 熱田町(11町内)
山本 剛志 熱田町(12･13町内)
檜谷 卓夫 熱田町(14町内)
橋本 俊久 長浜町(1･9･10町内)
山本 克哉 長浜町(2･3･4･5町内)
新井 実代子 長浜町(6･7･8-3町内)
澁谷 美智子 長浜町(8-1･8-4町内)
近藤 利明 長浜町(8-2町内)

長浜

民生委員・児童委員 担当地区
那田 美津技 日脚町(1･2･3町内)
佐々木 いづみ 日脚町(4･5･6町内)
村井 栄美子 日脚町(7･8･9町内)
原田 豊 周布町(1町内)
澤田 布美 周布町(2･3･4･6町内)
大舘 法恵 津摩町(全域)
堅田 定道 治和町(1･4･5町内)
山田 美代惠 治和町(2･3･6町内)､周布町(5町内)
上田 稔 穂出町(和田町内)､吉地町(全域)
大垰 学 西村町(大谷町内)
日髙 均 西村町(力石東･力石西･陽光台町内)
江里 牧子 折居町(全域)､西村町(1･2町内)

周布 民生委員・児童委員 担当地区
平野 公望 内田町(上内田･中内田･奥猪伏･

前猪伏･後面町内)
小松原 了 内田町(下内田1･2･3町内)
勝田 敏子 内村町(本郷上･本郷中町内)
沖原 千恵美 内村町(本郷下町内)
小川 英子 田橋町(全域)
畑本 春美 内村町(牛谷町内)､

穂出町(中場町内)
小松原 育三 鍋石町(全域)､櫟田原町(全域)､

井野町(羽原町内)
佐々木 武文 横山町(全域)
清重 ゆかり 内村町(一の瀬･松羽町内)

美川

民生委員・児童委員 担当地区
大﨑 直子 下有福町(全域)
北川 早代子 大金町(全域)
佐々木 美雪 宇野町(東･南町内)
佐々木 友春 宇野町(大尾谷･西町内)
中田 善喜 上府町(上条･三重･久畑･天神町内)
(人選中) 上府町(三宅･伊甘･山根郷町内)
江川 久美子 下府町(1･2･3町内)
沖田 和子 下府町(4･5･8町内)
小原 誠 下府町(6-1･6-2･7町内)
山本 稔 国分町(唐鐘1･3･10･11町内)
(人選中) 国分町(唐鐘4･5･6･8町内)
柴村 貞代 国分町(唐鐘2･7･9町内)
東 初美 国分町(1･2･3町内)
山崎 晃 久代町(1･2町内)
(人選中) 久代町(3町内)､上府町(荒相町内)

国府

民生委員・児童委員 担当地区
竺川 龍生 久佐(宇栗･新生･浄光寺谷･小原谷)
永見 茂子 久佐(山根原･久佐郷･下久佐･

東下久佐)
野田 美和子 久佐(上長屋)､宇津井(小松木)､

今福(元谷･今福･岩塚)
山本 由紀子 今福(二タ村･小瀬原･久佐川･皆合)
岡本 美都子 追原(美又･追原郷･大元･福原)
小川 由美 追原(植松)､入野(新原･越沢･入野)
大﨑 寿子 上来原(大谷･東･西･下ノ原)
丸田 保恵 下来原(今田･南･北の森)
花田 實 下来原(吉留･緑ヶ丘･上組･

金田･下長屋)
藤田 利之 七条(若林･新開)
岩野 康彦 七条(小笹･希望ヶ丘･みどり

コーポラス金城)
横田 昭二 七条(元小笹･水上谷･伊木･青原)
佐田 雅宏 波佐(若生･西谷上･亀谷原･

新井屋原･馬場･菅沢)
上山 直美 波佐(弋手原･三栄･深笹上･

深笹下･後山)
酒井 憲正 長田(東谷上･東谷下･登り谷･

大井谷･郷)
金子 清香 小国(柚根･徳田上･徳田中･

徳田下･小国郷･田ノ原)

金城
民生委員・児童委員 担当地区
村武 謙司 坂本(全域)
金坂 裕子 今市(草ノ谷.神代屋･加古屋･森

谷･小谷城･新町)
𠮷岡 哲志 今市(福屋･下城･栄･旭ヶ丘)
橋本 美智子 丸原(十門台･南高台)

片田 勝幸
丸原(上城･丸原町･寺廻り･
後谷･御神本･高杉谷･岩地谷･
柳･小場田)

服部 舞野 木田(木田1･2上･2下)､ 山ノ内
(山ノ内上)

田村 邦麿 木田(木田3･4)､山ノ内(山ノ内下)
郷田 真由美 木田(木田5･6･7･8)
岩谷 和文 和田(全域)
大賀 秀輝 重富(全域)
岩谷 孝夫 本郷(全域)
中村 富昭 都川(都川2)
岩本 誠司 都川(都川3･都川4)
寺本 秀孝 都川(都川5)
田村  豊 来尾(全域)､ 市木(平松)
青葉 秀信 市木(中郡･早水･内ヶ原)
平野 和法 市木(貝崎･越木)

旭

民生委員・児童委員 担当地区
小池 睦子 稲代(全域)､ 大坪(全域)
池田 政志 小坂(小坂･畑)､ 高内(西河内)
大谷 十三一 門田(門田･青尾)､ 高内(日高)
永見 由美子 栃木(全域)
德田　マスヱ 長安本郷(全域)
能海 帝夫 三里(小角･横谷)､ 程原(全域)
太田 奈緒美 木都賀(塚の元･錦ヶ岡)
佐々木 福美 木都賀(大斉)､ 野坂(全域)
日原 政春 木都賀(西の郷)
髙田 建 木都賀(仲三･下谷)
山本 兼道 木都賀（小熊･熊の山）、田野原（全域）

民生委員・児童委員 担当地区
齋藤 玲子 岡見(西の谷･宮ヶ迫･床並･

栃の木･板ヶ峠)
岡田 綾子 岡見(岡見郷､ 中山西､ 中山東)
(人選中) 岡見(青浦･須津1区･2区･3区･4区･

5区･6区)
三浦 貢 岡見(東高縄･西高縄･朝日ヶ丘･

松原西･松原東)
(人選中) 古市場(古湊西･古湊東･下古市)
大橋 明文 古市場(門殿･中組･上古市)
前野 哲司 湊浦(湊上町･湊下町･湊セド町)
(人選中) 西河内(八曽･駅前･谷)
(人選中) 西河内(晴海台･福浦)
山岡 哲夫 折居(今浦･吉浦)
平木 保志子 東平原(東平原上･東平原下)
洗川 玲子 三隅(森溝上･森溝下･小野)
平川 保 三隅(海石･岡崎･鼓田)
山田 理子 三隅(三隅1区･2区･3区･4区)
野上 順子 向野田(日の原･田原･海老谷･畑)
(人選中) 向野田(向野田1区･2区)
三浦 茂紀 矢原(矢原郷･松柄･大辻･梅の木原)
齋藤 省二 河内(鹿子谷･上河内･下河内･

用田橋･西方寺原)
石川 正史 井川(黒沢4区)､ 下古和(黒沢5

区･6区)
(人選中) 下古和(黒沢7区)､上古和(全域)
(人選中) 黒沢(黒沢1区･2区)
若菜 洋子 井野(周布地･大谷)
三浦 慎也 井野(石浦･市場･久根郷･大口)
三浦 幸則 井野(上小原･下小原)
篠原 眞悟 井野(東下今明･西下今明･上今明)
佐々木 千鶴 井野(諸谷)､ 室谷(全域)
河野 祐子 芦谷(全域)

三隅

弥栄

主任児童委員 担当地区
小笠原 令子 浜田地区全域大坂 祐子
大前 容子

石見地区全域藤井 真理子
三澤 孝子
横田 裕二 長浜地区全域小林 英子
中村 みどり 周布地区全域岩永 由美
牛尾 幸子 美川地区全域高原 謙治
河野 佐代美 国府地区全域鎌田 弘美
吉田 由紀子 金城地区全域岩田 博子
服部 次恵 旭地区全域長澤 久美子
岡山 厚子 弥栄地区全域
(人選中) 三隅地区全域金本 妙子

主任児童委員
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出会いを探している人へ

子育て中の人へ

結婚を考えている人へ 出会い
を応援します!!

市では、就学や就職を理由に市外へ転出していく若い人たちが増えており、それに伴い、生まれてくる子どもの
数も年々少なくなっています。
そこで、元気で活力あるまちづくりに欠かせない若い人たちの定住に向けた施策を展開するため、若者が暮らし

やすいまちづくりに取り組んでいます。
その中心的なメニューとして、出会いから子育てまでをトータルで応援する様々な施策を実施しています。

２ 保育料無償化
第３子以降の子どもについ
て、保育所（園）、認定こ
ども園及び認可外保育施設
の保育料を無償とします。

３ 保育所（園）等
給食費無償化
第３子以降の子どもにつ
いて、保育所（園）、認
定こども園、幼稚園及び
認可外保育施設の給食費
を無償とします。

８ 出会い・結婚・出産・子育て
応援事業所の認定
従業員の出会い、結婚、出産、子育
てを積極的に支援する取組を行う事
業所を認定します。

４ 産前産後家事支援
サポーター派遣事業
のお試し券
妊娠中から３歳に達した次
の３月末までの子どもを持
つ親に対し、家事支援など
を行う事業のお試し券（２
時間分）を、新規登録時に
無料配布します。

５ ファミリー・サポート・
センター事業のお試し券
生後３か月から小学校６年
生までの子どもを持つ親に
対し、育児援助を受けるこ
とができる事業のお試し券
（１時間分）を、新規登録
時に無料配布します。

子どもが生まれた世帯に
対し、紙おむつ廃棄用の
ごみ袋１年分を配布しま
す。（燃やせるごみ収集
袋（中）120枚）

６ 紙おむつ廃棄用
ごみ袋の配布

問合せ　子ども・子育て支援課
①、⑧　　　子ども政策係　　　☎㉕９３３１
②、③　　　保育所幼稚園係　　☎㉕９３３０
④、⑥、⑦　子育て世代包括支援センター ☎㉒１２５３
⑤　　　　　はまだファミリー・サポート・センター　☎㉒８９１２

市では、新規に婚姻した世帯に対し、少子化対策及び定住促進を目的として、次の①又は②の
いずれかの支援を行います。

詳細は
市ホームページ
から見られます

しまね縁結び
サポートセンター
ホームページは
こちらから
見られます

浜田はぴこ会
会員募集

　問合せ
　定住関係人口推進課移住定住係　☎㉕９５１１

「はぴこ」は、しまね縁結びサポートセンターに登録された縁結びボラン
ティア「島根はっぴぃこーでぃねーたー」の愛称です。浜田はぴこ会は、独
身男女の出会いの場をつくるために活動しています。一緒に活動していただ
ける人を募集中です。
問合せ 浜田はぴこ会事務局
　　　　　ショートメール専用　☎０８０‐２９３４‐５８９６

そのほかの支援

♥ しまねコンピューターマッチング
「しまコ」登録受付しています

詳細は
市ホームページ
から見られます

子育て
結婚

１ 新生児子育て応援金
子どもが生まれた世帯に対
し、応援金を支給します。

第１子
５万円５万円

第２子
５万円

第３子
以降
30万円

１ 結婚新生活支援事業
補助金
新婚世帯の住居費（購入費
用、賃貸費用、リフォーム費
用）や引っ越し費用を補助し
ます。

♥令和８年１月１日以降に婚姻届を提出
♥夫婦ともに婚姻日の年齢が39歳以下
♥申請時に夫婦ともに住民票の住所が補助対
象となる住宅の住所になっていること

♥申請日から継続して５年以上、夫婦の双方
が浜田市に定住する見込みがあること

♥直近の所得証明書をもとにした夫婦合計所
得が500万円未満であること

対象要件

30万円

夫婦とも
39歳以下

60万円

夫婦とも
29歳以下

上限

申請期限
令和９年
２月末まで

２ 結婚新生活応援金
新婚世帯へ結婚新生活応援
金を支給します。

対象要件
♥婚姻日に夫婦双方又は一方が市内に住所
を有し、かつ申請時に夫婦ともに市内に
住所を有すること
♥申請日から継続して５年以上、夫婦の双
方が浜田市に定住する見込みがあること
♥年齢要件、所得要件、使途の制限なし

10万円
１世帯当たり

申請期限
婚姻日から
１年以内

子どもを授かりたい人へ
７ 不妊不育症治療に対する支援

経済的な負担を軽減するために治療
費を助成します。

※　治療内容により限度額36万円

限度額

一般不妊
治療費助成
15万円

生殖補助
医療費助成
12万円５千円 

不育症
治療費助成
５万円 

結婚支援システム「しまコ」は、しまね縁結びサポートセンターが運営
する会員制のマッチングシステムです。
20歳以上で島根県内に在住・在勤、又は将来島根県内に移住の意志や予
定がある人で、インターネット及びメールが利用できるスマートフォン又
はパソコンを持っている人が対象です。結婚を希望する独身男女が自身の
プロフィールを登録し、相手の情報を閲覧して、会いたい人を探すことが
できます。
市役所本庁舎４階の定住関係人口推進課でも閲覧可能です。
閲覧日　毎週火曜日　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）
問合せ　しまね縁結びサポートセンター浜田センター　☎㉕１１５０

※　対象要件はほか
　にもありますので、
　お問い合わせ
　ください。

結婚支援システム「しまコ」

↓
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問合せ　市長公室秘書係
　　　　☎㉕９１０２

問合せ　教育総務課総務企画係
　　　　☎㉕９７００

江角 学
Esumi Manabu

副市長

久佐 日佐志
Kuza Hisashi

教育長

令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
４
年
間

任期

令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
１
年
間

任期 教
育
長

副
市
長
を
紹
介
し
ま
す

新

ホームページは
こちらからも見られます
（５月１日㈮公開予定）

※　令和４年度から「浜田市附属機関等の会議の公開に関する要綱」の改正に伴い、会議のオンライン傍
聴を行っています。傍聴希望者がいた場合、インターネット上で会議の配信を行うことを了承のうえ、
応募してください。

応募資格 次の要件を全て満たしていること

市内に在住又は通勤・通学している１
市の行財政改革に関心がある３

満18歳以上（令和８年５月１日時点）２
年間２～４回程度、平日に開催される委員会に出席できる４

応募方法 所定の応募用紙に記入のうえ、郵送、持参又はメールのいずれかの方法で提出してください。
持参の場合は、平日（土・日・祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分にお越しください。
※　応募用紙は行財政改革推進課行革推進係及び各支所防災自治課にあります。
　　希望者には後日郵送します。
※　市ホームページからダウンロードもできます。
※　応募者全員に選考結果をお知らせします。

応募・問合せ　行財政改革推進課行革推進係　〒697-8501　浜田市殿町１番地
　　　　　　　☎㉕９１０１　Email：gyokaku@city.hamada.lg.jp

５
応募締切

㈮月29 日
（必着）

募集人数
３人以内

任期
２年

（令和８年７月～
令和10年７月
予定）

「行財政改革推進委員会」
公募委員を募集します

職務 行財政改革の進捗状況などを審議する

※　会議に出席した場合、市の規定により報酬及び交通
費を支給

市長と語る会
市長が、市民から直接、地域課題やまちづくり
に対する意見を聴き、市政に反映するため、「市長
と語る会」を開催します。市長と直接会って話を
してみませんか。ぜひご参加ください。

まちづくりセンターでの開催１

日時 場所 申込み
７月21日㈫　午後２時～ 雲城まちづくりセンター ☎42２０７６
７月21日㈫　午後６時30分～ 浜田まちづくりセンター ☎㉒９３５８
７月28日㈫　午後６時30分～ 三隅まちづくりセンター ☎32０５００
７月31日㈮　午後６時30分～ 安城まちづくりセンター ☎48２９１７
８月５日㈬　午後６時30分～ 今市まちづくりセンター ☎45１７５７

※　開催日程を確認し、お住まいの地区のまちづくりセンターへ申し込んでください。
※　９月以降の開催日程は、今後の広報はまだ及び各地区のまちづくりセンターだよりにてお知らせし
ます。

※　開催日時は変更になる場合がありますのでご了承ください。

申込み 右記申込みフォームから
又は各まちづくりセンターへ

こちらから
申し込めます

対象 市内を活動拠点にする団体、グループなど

市内を活動拠点にする団体、グループなどとの意見交換会も開催します。
市長が、皆さんの活動場所などに出向いて意見交換を実施します。

場所 市内団体の活動場所、そのほか団体が指定する場所

日時 申込団体の希望を受けて日程を調整します（１時間程度）

テーマ 意見交換会を希望する団体やグループが提示してください

申込み 申込書に必要事項を記入し、メール、FAX、郵送、持参のいずれ
かの方法で市長公室総合調整係へ申し込んでください。
詳細は、市ホームページをご確認ください。

グループや各種団体との意見交換会２

市ホームページ
はこちらから
見られます

市ホームページ
はこちらから
見られます

「浜田」のこと気軽に話しませんか？

日時・場所 下記表のとおり

問合せ　市長公室総合調整係　☎㉕９１００　℻  ㉒3０９１
　　　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地　Email：koushitsu@city.hamada.lg.jp

月から７
市内各地で
順次開催

定員

20人 要申込
※　応募多数の
場合、先着順

要申込
※　希望日の
30日前まで

５人以上の
団体 グループ
での受付
とします

・
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物価高等対策支援
水道の基本料金を減免します

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金活用

水道を
使用している人の

対象者 浜田市の水道を使用している全ての水道契約者
※　官公署は除く
※　共同住宅などで、家主や管理会社が一括して水道契約をしている場合は、管理会社などに請求する水道
　料金の基本料金を免除しますので、管理会社などに確認してください。

対象期間
※　下水道使用料は減税対象外
※　使用水量に応じて加算される
　従量料金は通常通り請求

申請
不要

生活支援金を交付します
井戸水・山水を
生活用水として
使用している世帯などへ

対象者

（※１）水道未普及地域…浜田市水道事業の給水区域以外の地域
（※２）水道未契約…浜田市水道事業の給水区域内にあって上水道を使用していない
　※　①②は、令和８年５月１日時点で市内に住所を有するもの
　※　③④は、令和８年５月１日時点

次の①②③④のいずれかに該当する者
①水道未普及地域（※１）に住んでいる世帯の世帯主 ②水道未契約（※２）の世帯の世帯主
③水道未普及地域（※１）に事務所/事業所を有する事業者 ④水道未契約（※２）の事業者

※　一般的な家庭の基本料金
　４か月相当

支給額 １交付対象者当たり4,000円

申請に必要な書類
・浜田市水道未普及地域等物価高騰対策事業交付金
　交付申請書兼請求書

申請書に必要な書類を添えて、
以下の申請場所へ申請ください。

・振込先口座情報 （金融機関名、店名、口座番号、　　
　口座名義人などが確認できるもの）

申請方法

の世帯の世帯主

申請締切
月 日(月)８ 31
（必着）

申請・問合せ
　・環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０
　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　・各支所市民福祉課

問合せ　水道管理課料金係　☎㉕９９０３

減免内容 「基本料金」の免除

そのほか
●基本料金を差し引いた水道料金を請求します。
●検針時に発行する「水道使用水量・料金等のお知

メーター
口径

免除する金額（基本料金）
２か月分 ４か月の合計額

13mm 1,848円 3,696円
20mm 1,980円 3,960円

25mm・30mm 2,860円 5,720円
40mm 6,820円 13,640円
50mm 13,640円 27,280円
75mm 20,240円 40,480円
100mm 68,640円 137,280円
150mm 78,540円 157,080円

奇数月
に請求を行う地域

令和８年７月、９月請求分
（令和８年６月、８月検針分）

偶数月
に請求を行う地域

令和８年８月、10月請求分
（令和８年７月、９月検針分）

閉栓など
に伴う清算分

令和８年６月１日～
　　　　９月30日の閉栓対象

らせ票」には、基本料金
を差し引いた請求額を記
載します。

詳細は
こちらから
見られます

詳細は
こちらから
見られます
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子
ど
も
に
目
を
向
け
て
み
よ
う

4
〜
5
歳
頃
は
、
心
と
体
が
大
き
く
成
長
し
、
社
会
性
が
育
つ
大

切
な
時
期
で
す
。
こ
と
ば
で
気
持
ち
や
考
え
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
の
中
で
ル
ー
ル
を
学
ん
だ
り
、
身
の
回

り
の
こ
と
を
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
力
も
伸
び
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
お
子
さ
ま
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
い
、
こ
の
時
期
を

大
き
な
節
目
と
と
ら
え
、
5
歳
児
健
康
診
査
（
5
歳
児
健
診
）
を
令

和
8
年
6
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

家庭内の問題ということで、実態の把握が難しく、当事者の子ども自身がその生活が当た
り前になっていて気付いていなかったり、不安や不満を言い出せなかったり、また、困った
ときにどこに助けを求めていいのか分からず、表面化しづらくなっている場合があります。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、

　
　
　
　
　
　

こ
ん
な
子
ど
も
た
ち

家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人
が
い
る
場
合
に
、
大
人
が

担
う
よ
う
な
家
事
や
家
族
の
世
話
、
介
護
、
感
情
面
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の

子
ど
も
を
い
い
ま
す
。

障がいや病気のある家族に代
わり、買い物・料理・掃除・
洗濯などの家事をしている

家族に代わり、幼いきょうだ
いの世話をしている

障がいや病気のあるきょうだ
いの世話や見守りをしている

家計を支えるために労働をし
て、障がいや病気のある家族
を助けている

ヤングケアラーに関する相談窓口
ヤングケアラー　相談窓口　浜田市

子ども・子育て支援課に相談窓口を設置しています。
「ヤングケアラーかな」と感じたお子さんがいたら連絡
してください。「自分はヤングケアラーかな」と思ったら、
ひとりで悩まず相談してください。

問合せ　子ども・子育て支援課子ども家庭相談係　☎㉕９３３１

歳児健診が5 始まります

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

会
場

浜
田
市
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く

内
容

毎
月
1
回
開
催

対
象

健診月
６月～

９ ２令和 年 月

３令和 年４月２日

４令和 年４月１日
生まれ

～

健診月
９ ３令和 年 月

４令和 年４月２日
～

４月30日
生まれ

対
象
年
齢

お
お
む
ね
4
歳
11
か
月
〜

5
歳
2
か
月

午前
15人
程度

午後
15人
程度

問診
計測
就学に向けて
の話
診察
個別相談
・子育て
・発達
・就学　など

対象者
には

個別通
知

します
（健診

日の

　約１
か月前

）

小さな肩に大きな責任
あなたの身近にヤングケアラーはいませんか？

例
え
ば
…

な
ど
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㈰
まで

令和８年度　第１回

浜田市職員採用試験

市役所で働いて
みませんか？

あなたの「やりたい」

が市の力になる！

第１回職員採用試験を次のとおり行います。採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みをしてください。

採用予定日 令和８年10月１日㈭又は令和９年４月１日㈭
第一次試験 ６月７日㈰ 試験会場 浜田会場・大阪会場
申込方法 以下のいずれかの方法で申し込んでください。

②郵送又は持参
採用試験実施要項（人事課・各支所防災自治課にあ
ります。配布は４月13日㈪頃から行います）に基づ
き、受験申込書類を提出してください。実施要項は
市ホームページからダウンロードもできます。

①Web申込みフォーム
下記申込みフォームから必要事項
を入力し、申し込んでください。

受付期間 ５月15日㈮まで
（郵送の場合、当日消印有効）

採用職種 人員 対象者
（令和９年４月１日時点）

必要な資格・条件など
（詳細は、採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員A ６人程度 22歳以上29歳以下の人 第１次試験は、高校卒業程度の教養試験などを実施しま
す。学歴、資格などは問いません。

一般事務員B
（社会人経験者） ６人程度 24歳以上40歳以下の人

学歴、資格などは問いませんが、令和８年５月１日時点
で社会人経験３年以上の人が対象です。
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。

一般事務員C
（障がい者） １人程度 20歳以上40歳以下の人 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳の

いずれかの交付を受けている人。

保健師D ２人程度 35歳以下の人 保健師の資格を有する人
（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）

土木技術員E
（土木） ２人程度 20歳以上40歳以下の人 学歴、資格は問いません。

土木技術員F
（水道） １人程度 20歳以上40歳以下の人 学歴、資格は問いません。

建築技術員G １人程度 20歳以上30歳以下の人 学歴、資格は問いません。
教養試験は行わず、SPIでの試験を実施します。

消防士H
（経験者） ２人程度 35歳以下の人 消防組織法第51条に基づき設置された消防学校の初任教

育及び救急科を修了している人
消防士I

（救急救命士） １人程度 35歳以下の人 救急救命士の資格を有する人

採用職種・要件など

※　９月に次の職種（年齢区分）で採用試験を実施する予定です。
　①一般事務員（18歳以上23歳以下）新規高等学校卒業者などが受験可能
　②一般事務員（24歳以上40歳以下）社会人経験が３年以上の人が対象
　③一般事務員（18歳以上40歳以下） 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、
　　療育手帳のいずれかの交付を受けている人が対象
　④土木技術員（土木）（18歳以上40歳以下）新規高等学校卒業者などが対象
　⑤そのほか専門職(消防士)（18歳以上30歳以下）
※　同一職種での受験は、年度内１回のみです。
※　９月実施予定の採用試験については、広報はまだ８月号でお知らせします。

浜田市職員
採用サイトは
こちらから
見られます

こちらから
申し込めます

ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値R ７. ６.19 R ７. ６.19 R ７.10.30 R ７.10.30
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん　　　（g/㎥ N） 0.005未満 0.004未満 0.005未満 0.004未満 0.08 0.01
硫黄酸化物　　（㎥ N/h） 0.012未満 0.011未満 0.022 0.012未満 75.6（注1） 0.2
窒素酸化物　　　（ppm） 23 23 24 29 250 50
塩化水素　　（mg/㎥ N） 7 7 10 17 700 70
全水銀　　　（μg/㎥ N） 1.5 0.42 1.7 0.37 50 －

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.000031 0.000075 0.00035 0.000095 １ 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

R７. ６.19

－ 3 －0.10
スラグ・メタル中ダイオキシン類

（ng-TEQ/g）
R７. ６.19
0.000016

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注１）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

稼働開始から16年が経過し、老朽化が進ん
でいたエコクリーンセンターは、令和５年度
から３か年をかけて実施した工事がこのたび
令和８年２月26日に無事竣工しました。工事
期間中は、処理できない期間が発生したこと
から、市民の皆さんには急を要さないごみの
排出を待っていただくなどのご協力をいただ
き、ありがとうございました。
本工事により施設の延命化が図られ、二酸
化炭素排出量の削減（5.1％以上）とごみピッ
ト火災対策の強化も併せて行いました。この
ことにより、令和19年度までの安定的な運用
を目指します。引き続き、市民の皆さんには
リサイクルの推進、ごみの減量化及び分別の
徹底にご理解とご協力をお願いします。

周辺環境測定結果（大気質）
（令和７年10月28日～11月３日、７日間連続測定）
調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準

（環境基準）

県道300号
（跡市波子
　停車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm）

日平均値
の最大値 0.001 0.04～

0.06以下

二酸化硫黄
（ppm）

日平均値
の最大値 0.003 0.04以下
１時間値
の最大値 0.006 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値
の最大値 0.012 0.10以下
１時間値
の最大値 0.046 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 ND 0.02以下最大値 ND
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0046 0.6以下

※　「ND」とは、定量下限値（0.002ppm）未満のことを表し
　ています。

問合せ　エコクリーンセンター
（浜田地区広域行政組合総務課業務係）
　☎０８５５53５０８１

広域圏だより 浜田地区広域行政組合浜田市・江津市

提出・問合せ　人事課人事係　☎㉕９１３０
　　　　　　　〒697‒8501　浜田市殿町１番地

浜田市職員採用試験の受験を検討している人は、ぜひ参加してください。

開催日　　５月８日㈮　午後３時30分～５時
対象者　　浜田市役所で働くことに関心のある人
内　容　　市の概要、採用試験情報、若手職員のリアルトーク、
　　　　　質疑応答など
開催方法　Zoomによるオンライン開催
申込期間　４月13日㈪～29日㈷
申込方法　右記申込みフォームから申し込んでください。

こちらから
申し込めます

　令和７年度のエコクリーンセンター各種測定は、表の項目のほか騒音・振動・悪臭についても実施しましたが、
結果は全て基準を下回っていました。今後も、引き続き周辺環境に配慮した施設運営に取り組みます。

エコクリーンセンター大規模工事
が完了しました

採用説明会を開催します市役所の仕事って？ 採用試験って何する？
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親睦会で交流を深める参加者

植込みの中にポイ捨てゴミがいっぱい

勇壮に舞われる石見神楽「大蛇」

　２月28日㈯、白砂まちづくりセンターで「みんなでつろーて
きちゃん祭」が開催されました。この催しは、地域の親睦と交
流を目的として、県立大学学生の協力のもと、白砂まちづくり
委員会が毎年開催しているものです。
　午前中は、射的などのゲームコーナーやかるた大会、毎年恒
例の大抽選会などが行われ、子どもから大人まで多くの参加者
が楽しみました。午後からは、「しらすな交流会」と題した親睦
会が初めて開催され、ほかの集落の参加者との交流を図ること
により、地域の絆をより一層深める機会となりました。

　２月28日㈯、弥栄会館にて「第19回どぶろくの里弥栄神楽ま
つり」が開催されました。日本遺産「石見神楽」の勇壮な舞と、
弥栄町自慢のどぶろくが共演しました。当日は、小雨が降る寒
い日となりましたが、会場は多くの来場者の熱気に包まれまし
た。 全８演目の神楽に加え、会場には香り豊かなどぶろくや特
産品が並び、豪華景品が当たる抽選会も大盛況でした。
　来場者からは「お囃子の音を聞くと、弥栄に春が来たと感じ
る」との声も聞かれ、心温まる春のひとときとなりました。

　２月26日㈭、旭小学校６年生14人が、まちづくりセンターの
協力のもと地域の清掃活動を行いました。これは総合的な学習
のSDGsへの取組として児童たちが提案した企画で、旭公園、旭
温泉、和田大橋の３か所に分かれてスタートした各班は、ゴー
ルの旭小学校までゴミを拾いながら歩きました。この呼びかけ
に賛同した地域の皆さんもたくさん参加し、児童と交流しなが
らゴミを集めました。想像以上のゴミの多さに、児童からは「僕
たちの活動を見て、ポイ捨てをしないようにしてほしい」とい
う声がありました。

　２月22日㈰、「第９回幻の広浜鉄道今福線ウォーキング大会」
が開催され、県内外から262人が参加しました。
　参加者は、今福まちづくりセンターを発着とし、旧線の４連
アーチ橋や新線の第一下府川橋梁、下長屋トンネルなどの鉄道
遺構を巡る約5.5㎞のコースを歩きました。各遺構ではガイドか
らの説明があり、今福線について知る機会となりました。
　下長屋トンネル内では今福小学校の児童が制作した紙コップ
ランタンが配布され、真っ暗な中、トンネルの壁に色とりどり
の灯りを照らしながら、楽しく歩くことができました。

世代も超えて、笑ってワイワイ
～ みんなでつろーてきちゃん祭 ～

みすみ

みんなの手できれいなまちに
～ 旭小学校 地域清掃活動 ～

あさひ

春到来、神楽囃子とどぶろくの香り
～ どぶろくの里 弥栄神楽まつり～

やさか

鉄道遺構を歩く
～ 幻の広浜鉄道今福線ウォーキング大会 ～

かなぎ

下長屋トンネルへ向かって歩く参加者

植樹後に全員で記念撮影

モルック大会でにぎわう参加者

放課後児童クラブによるソーラン節の発表

　３月15日㈰、弥栄会館にて「第５回モルック大会inやさか」
が開催されました。今年は過去最多の18チームが参戦し、会場
は例年を上回る熱気に包まれました。少し肌寒さの残る弥栄に、
にぎやかな笑い声とモルックがぶつかる快音が心地よく響き渡
りました。
　参加者からは「試合数が多く、全世代が夢中で楽しめた」と
の声があり、地域内外の人が交流できる本大会は、弥栄の新し
い社交イベントとして定着しました。スポーツを通じて多世代
が笑顔でつながる、心温まる貴重な機会となりました。

　３月11日㈬、金城中学校敷地内のツツジ園・抱月花園で、中
学校１・２年生と先生、地域住民や森林組合の職員が協力して
10本の桜の苗木を植樹しました。
　敷地内に元々植えられている桜は、古いものでは金城中学校
校舎建設頃の52年前に植えられた桜もあり、弱ったり枯れたり
する老木もみられました。
　今回植えられた苗木は、病気に強い「神

じんだいあけぼの

代曙」という品種で、
これから大きく成長し、永く子どもたちの成長を見守ってくれ
ることでしょう。

　３月１日㈰、「岡見まちづくりセンターまつり」が開催されま
した。この催しは、地域活動や生涯学習の発表の場として、岡
見まちづくりセンターが毎年開催しているものです。
　当日は、保育園児によるダンスや放課後児童クラブの児童に
よるソーラン節、子ども神楽のほか、まちづくりセンター運営
推進委員会による特殊詐欺（ロマンス詐欺）の寸劇など16団体
の出演があり、多彩な発表に会場から大きな拍手が送られました。
　また、ロビーでは飲食販売やバザーなども行われ、多くの来
場者でにぎわい、大盛況となりました。

金城の未来に桜咲く
～ 金城中学校ふるさと学習 ～

かなぎ

寒さを吹き飛ばす、にぎやかな笑い声
～ モルック大会inやさか ～

やさか

「集う、学ぶ、結ぶ」岡見の元気、大集合
～ 岡見まちづくりセンターまつり ～

みすみ

長沢サブセンターを訪れた地元住民

　４月５日㈰、石見まちづくりセンター長沢サブセンター開所
式が行われました。石見まちづくりセンターの利用予約が取り
にくいことから、長年地元住民からの分館建設要望もあり、こ
のたび待望の開所となりました。
　関係者によるテープカット後には、調理室や備蓄倉庫などを
備えた施設の内覧も行われ、地域活動や生涯学習などの新しい
拠点として活用が期待されています。
　12日㈰には長沢サブセンター竣工記念ふれあいフェスタも行
われ、開所を喜ぶ多くの人でにぎわいました。

まちづくりの新しい拠点が完成
～ 長沢サブセンター開所式 ～

はまだ

2021 広報はまだ：令和８年５月号



広報はまだ：令和８年５月号

安
全
安
心

生
活・環
境
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域
活
性
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務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

個
人
で
申
請
す
る
場
合

対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ
と

④
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
は
、

手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

⑤
手
術
を
受
け
さ
せ
た
猫
に
対
し
、

ほ
か
の
同
種
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額

猫
の
手
術
１
回
に
つ
き

一
律
５
０
０
０
円

手
術
を
受
け
さ
せ
た
後
に
、
領
収

書
・
振
込
先
の
分
か
る
も
の
を
持
っ

て
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
会
・
自
治
会
で
申
請
す
る
場
合

対
象

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
浜
田
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会
で

あ
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

④
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ
と

⑤
繁
殖
制
限
手
術
を
受
け
さ
せ
た
い

猫
が
い
る
場
合
は
、
手
術
す
る
前

に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
環
境
課
に

よ
る
当
該
猫
の
現
地
調
査
に
協
力

す
る
こ
と

⑥
手
術
を
実
施
す
る
前
に
、
手
術
を

受
け
さ
せ
る
猫
に
関
し
て
町
内

会
・
自
治
会
の
住
民
に
回
覧
な
ど

で
周
知
す
る
こ
と

⑦
手
術
を
受
け
さ
せ
た
猫
に
対
し
、

ほ
か
の
同
種
の
補
助
金
な
ど
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
金
額

猫
の
手
術
１
回
に
つ
き
全
額

※

手
術
を
受
け
さ
せ
た
い
猫
が
い

る
場
合
は
必
ず
環
境
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
事
前
連
絡
な
し
で

の
申
請
は
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

猫
の
繁
殖
制
限
手
術
費
用
を

助
成
し
ま
す

安
全
安
心

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
、
浜
田
市
公

式
L
I
N
E
か
ら
試
験
電
文
が
配
信

さ
れ
ま
す
。

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

試
験
日
時

６
月
３
日
㈬

午
前
11
時
頃

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま
す
。

メ
ー
ル
・
L
I
N
E
な
ど
内
容

「
件
名
：
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

５
月
１
日
㈮
か
ら
31
日
㈰
ま
で

「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
は
免
許
な
し
で
乗
れ
る
便

利
な
乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
傘
差

し
運
転
、
一
時
不
停
止
、
右
側
通
行

な
ど
自
転
車
の
交
通
違
反
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
自
転

車
の
反
則
通
告
制
度
（
青
切
符
）
が

開
始
さ
れ
、
自
転
車
運
転
者
に
対
す

る
指
導
、
取
締
り
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
に
乗
車
す
る
際
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
の
あ

る
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
島
根
県

及
び
浜
田
市
で
は
、
令
和
８
年
6
月

1
日
を
基
準
日
と
し
て
、
経
済
セ
ン

サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、

全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と
す

る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
国

内
の
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
を

全
国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
統
計
法
に
基
づ
き
5
年
に
１

度
実
施
し
ま
す
。

事
業
所
の
規
模
な
ど
に
よ
り
調
査

方
法
が
異
な
り
ま
す

支
所
な
ど
が
な
い
比
較
的
小
規
模

な
事
業
所
な
ど
に
は
既
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
用
書
類
が
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
回
答

事
業
所
や
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所

に
は
県
知
事
か
ら
任
命
を
受
け
た
調

査
員
が
5
月
頃
か
ら
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
、
郵
送
回
答
又
は
調
査
員
回

収
の
い
ず
れ
か
の
方
法
が
選
択
で
き

ま
す
。
調
査
票
が
届
い
た
ら
、
漏
れ

な
く
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
所
な
ど
を
有
す
る
企
業
の
本
社

に
は
5
月
頃
に
国
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
用
の
書
類
が
郵
送
さ
れ

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。
調
査
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課
総
務
管
理
係

☎
㉕
９
１
２
０

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

23

市長日記元気な浜田をつくります （令和８年３月）

島根県立大学卒業証書授与式・大学院学
位記授与式に出席し、卒業生にはなむけ
の言葉を贈りました（３月19日）

橋本商店㈱から蓄電池や使い捨てトイレ
などの災害備蓄品の寄附贈呈を受けまし
た（３月17日）

清吟堂吟友会浜田ブロックの創立60周年
記念吟剣詩舞道大会に出席し、お祝いの
言葉を贈りました（３月15日）

うみかぜ薫るリレー&ソロマラソンin山
陰浜田港のスターターを務め、出場者へ
エールを送りました（３月14日）

世界こども美術館開館30周年記念展　
「tupera tupera laboratory（ツペラボ）」
で作品を鑑賞しました（３月７日）

オーガニックビレッジはまだ勉強会「食
卓から始める循環型社会」を開催し、挨
拶を行いました（３月20日）

山陰道 三隅・益田道
路開通式典に出席

し、関係者らと開通
を祝いました

（３月28日）

地域おこし協力隊活動報告会に出席し、協力隊のミッションと進捗状況などについて報告を受けました（３月６日）

エネルギーの地産地消と地域経済の循環を目
指し、神楽電力㈱とカーボンニュートラル実
現に関する協定を締結しました（３月31日）

昭和44年に建設された美又温泉国民保養
センターの閉館セレモニーに出席し、挨
拶を行いました（３月31日）

石見地方を拠点とするサッカークラブ「ベ
ルガロッソいわみ」の吉井さんに地域お
こし協力隊を委嘱しました（３月３日）

令和３年８月の豪雨で被災した周布橋の架け替
え工事が完了し、開通式では、地元住民の皆さ
んと新たな橋の完成を祝いました（３月１日）
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安
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境
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宅
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化

税
務・納
税

子
育
て
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祉
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療・年
金
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       ５月は「消費者月間」です

環 境 コラムコラム

デジタル化の進展に伴い、AIなどに使われるアルゴリズムが発展するなど、インターネット上で消費者の
選好を踏まえて情報が提供される「仕組み」も変化し、消費者は商品やサービスに関する情報を容易に入手
できるようになりました。
デジタルの利便性を享受しつつ、安全・安心な消費生活を営むためには、アルゴリズムが情報を届ける仕
組みやリスクを理解するなど、デジタル社会に必要なリテラシーを高めることは重要です。
今回の月間を通じて、デジタル技術の利活用や情報提供の仕組みに関する知識を得て、消費者力を高めて
いきましょう。
※　アルゴリズムとは…コンピュータで計算やデータ
　処理を行う際の「問題を解決するための具体的な
　手順や計算表法」

       令和８年度消費者月間テーマ
「見える情報　見えない仕組み　～AI時代の消費力を高めるために～」

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
と
は
？

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
を

案
内
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
生
活

相
談
の
最
初
の
一
歩
を
お
手
伝
い
す

る
も
の
で
す
（
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
は
除
く
）。

「
特
殊
詐
欺
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
に
よ
る
被
害
に
あ
っ

た
」「
商
品
を
注
文
し
た
ら
定
期
購

入
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
３
桁
の
電

話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い
や
や
！
）」

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
専
門
の
相

談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま

す
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活
環

境
の
改
善
を
目
的
に
、
浄
化
槽
を
設

置
す
る
個
人
に
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

公
共
下
水
道
及
び
集
落
排
水
の
供

用
区
域
で
な
い
区
域

補
助
対
象

①
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
事

業
が
完
了
す
る
も
の

※

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

に
着
手
す
る
こ
と

※

浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資
格

者
が
施
工
す
る
こ
と

※

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

浄化槽設置補助額

人槽区分
補助金額

浜田・弥栄・三隅地域 金城・旭地域

５人槽 332,000円 390,000円

６～７人槽 414,000円 474,000円

８～10人槽 548,000円 660,000円

11人槽以上 939,000円 1,002,000円

②
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単

独
処
理
浄
化
槽
又
は
く
み
取
り
槽

に
代
え
て
浄
化
槽
を
設
置
す
る
も
の

③
専
用
住
宅
の
新
築
に
併
せ
て
浄
化

槽
を
設
置
す
る
も
の
の
う
ち
、
汚

水
処
理
の
未
普
及
解
消
に
つ
な
が

る
も
の

④
併
用
住
宅

（
居
住
部
分
に
係
る
延
床
面
積
の

割
合
が
２
分
の
１
を
超
え
る
も
の
）

⑤
事
前
に
市
の
確
認
を
受
け
て
い
る

浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
た
販
売
住
宅

を
設
置
年
度
に
購
入
し
た
も
の

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
、
拡
大

防
止
を
図
る
た
め
、
地
域
の
勉
強
会

な
ど
に
浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
を

講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。
高
齢
者

サ
ロ
ン
、
グ
ル
ー
プ
の
学
習
会
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
、
職
場
の
研
修
な
ど

に
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
会
場

市
内
に
限
る

（
会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で

お
願
い
し
ま
す
）

日
時平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
土
・
日
・
祝
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は

除
き
ま
す
）

講
座
時
間

１
時
間
程
度

対
象
者

市
内
に
在
住
、
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
、
５
人
以
上
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
員
に

よ
る
出
前
講
座
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か

⑥
汚
水
処
理
の
未
普
及
解
消
に
つ
な

が
る
人
が
入
居
す
る
、
集
合
住
宅

又
は
戸
建
の
賃
貸
住
宅
に
浄
化
槽

を
設
置
す
る
も
の

加
算
補
助

く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
転
換
に
伴
う
宅
内
配
管
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
限
30
万
円

く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
転
換
す
る
際
の
宅
内
配
管
工

事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

①
法
第
7
条
及
び
11
条
に
基
づ
く
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
既
設
住
宅
の
建
て
替
え
及
び
増
築

と
併
せ
て
転
換
す
る
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

く
み
取
り
槽
の
撤
去

上
限
９
万
円

単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
限
12
万
円

く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
転
換
す
る
場
合
、
槽
の
本
体

を
掘
り
起
こ
し
て
処
分
す
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※

予
算
総
額
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

※

補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
市
役

所
西
分
庁
舎
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

下
水
道
課
施
設
係

☎
㉕
９
６
４
１

内
容

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
（
副
業
詐

欺
、
特
殊
詐
欺
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資

詐
欺
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
、
ネ
ッ
ト

通
販
、定
期
購
入
ト
ラ
ブ
ル
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
つ
い
て
）

な
ど

講
師
派
遣
料

無
料
（
会
場
使
用
料

な
ど
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
の

負
担
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法

希
望
す
る
日
の
約
１
か

月
前
ま
で
に
、
環
境
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※

希
望
日
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

例
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

風
が
弱
く
、
気
温
の
高
い
晴
れ
た
日

に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が
高
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
そ
れ
が
継

続
す
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど

の
発
令
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起

が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
健
康

被
害
が
生
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
落
ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意
報
な
ど
の
発
令
時
に
は

・
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
で
き
る

だ
け
窓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

・
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）

な
ど
で
は
、
子
ど
も
は
で
き
る
だ

け
室
内
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

人
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
特
に
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化
水

素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ
れ
る
オ

ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸
化
性
物
質

で
す
。

※

Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中
に

浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う
ち
、

粒
子
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
、
非
常
に
小

さ
な
粒
子
で
す
（
人
の
髪
の
約
30

分
の
１
の
大
き
さ
で
す
）。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

統
計
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
（
国
勢
調
査
・
経
済
セ
ン
サ
ス
な

ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
持
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登

録
調
査
員
と
し
て
登
録
し
、
統
計
調

査
実
施
の
際
に
改
め
て
市
か
ら
依
頼

し
、
本
人
の
了
承
を
得
た
上
で
従
事

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

登
録
し
た
人
に
毎
回
調
査
を
依

頼
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回
収

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整

理
・
提
出

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に

直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で

き
る
人
（
ほ
か
に
仕
事
を
し
て
い

て
も
可
能
）

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護

に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴

力
団
員
と
関
係
が
な
い
人

報
酬
な
ど

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
場

合
に
、
国
で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い

ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
場
合

に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約
２
か
月

間
）、
国
か
ら
任
命
さ
れ
る
非
常
勤

の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

総
務
課
総
務
管
理
係

☎
㉕
９
１
２
０

お
詫
び

「
広
報
は
ま
だ
」
４
月
号
の
Ｐ
８

「
市
役
所
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り

ま
し
た
」
に
お
い
て
、
部
署
名
及
び

電
話
番
号
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

誤
総
務
部
防
災
安
全
課
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
推
進
室

☎
㉕
９
１
２
２

正
総
務
部
総
務
課
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
推
進
室

☎
㉕
９
０
３
３

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０
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再生可能エネルギー設備の導入を助成します

　市では県の補助金も活用しながら、再生可能エネルギーの導入に取り組み、設備を設置する市民、事業者に　
対し、費用の一部を補助します。
　なお、市内事業者により、設備の設置工事を行うことが要件です。

補助対象となる設備 補助対象者 補助金額

(1)

住宅用太陽光発電設備
・太陽電池及びパワーコンディショナーにより構成され  
　るもの
・太陽電池の公称最大出力合計値が10kW未満のもの
・電力会社と電力受給契約を締結し、固定価格買取
　制度の認定を受けていること

市民

４kWまで上限20万円
（１kWあたり５万円）
※　補助対象者が39歳以下の
　場合は、４kWまで上限40万円

(2)

蓄電池設備
・住宅用太陽光発電設備と同時に設置する
　又は上記(1)の設備要件を満たす設備を既に設置して
　いること
・据置型で蓄電池容量が１kWh以上のリチウムイオン蓄
　電池であること

市民

上限20万円
（設置費用の10/10以内）
※　補助対象者が39歳以下の
　場合は、上限40万円

(3)
太陽熱利用設備（ソーラーシステム）
・太陽熱を給湯・冷暖房などに利用する設備で、集熱
　器と貯湯部分が分離したもの（一体型は対象外）

市民
市内事業者

上限20万円
（設置費用の１/３以内）
※　補助対象者が39歳以下の
　場合は、上限40万円

(4)

木質バイオマス熱利用設備
　（ペレットストーブ、薪ストーブ）
・薪又はペレットを燃料として使用するストーブであ
　ること
・薪ストーブは２次燃焼などにより排煙を減少させる構
　造のもの

市民

上限30万円
（設置費用の１/２以内）
※　補助対象者が39歳以下の
　場合は、上限60万円

(5)

家庭用燃料電池設備（エネファーム）
・（一社）燃料電池普及促進協会が指定する機器であ
　ること
・国や県の同様の補助との併用が可能

市民
市内事業者

上限20万円
（設置費用の10/10以内）
※　補助対象者が39歳以下の
　場合は、上限40万円

(6)

  未普及再生可能エネルギー設備
  ・まだ普及していない再エネ事業への調査研究、実証実
　  験、設備導入への取組
    （ペロブスカイト太陽電池、廃棄物系バイオマス、小水
　  力発電、洋上風力発電、小型風力発電、地熱、地中熱、
　  水素、潮流、アンモニアなど）

市内事業者 上限50万円
（設置費用の１/2以内）

※　補助要件などの詳細、各種様式については市ホームページをご覧ください。
　　なお、補助対象者は市税の滞納がないことが要件です。

申請先・問合せ　環境課カーボンニュートラル推進室　　☎㉕９００８

ホームページは
こちらから
見られます

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、
ま

ち
の
美
化
活
動
で
す
。

公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど
の

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実
施

し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の
苗
・
球

根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

活
動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、
公

共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動
を
し

て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
40
の
団
体
が
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
、
ま
ち
の
清

掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

登
録
手
続

・
活
動
す
る
団
体
・
活
動
メ
ン
バ
ー

を
構
成
し
ま
す
。

・
市
に
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
養
子

縁
組
届
を
提
出
し
ま
す
（
活
動
団

体
及
び
代
表
者
名
・
活
動
区
域
・

活
動
人
数
・
活
動
開
始
日
・
活
動

の
頻
度
な
ど
を
記
入
）。

・
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

・
希
望
す
る
団
体
に
は
、
市
が
ア
ダ

プ
ト
サ
イ
ン
（
看
板
）
の
設
置
や

清
掃
に
必
要
な
用
具
提
供
を
行
い

ま
す
。

５月側溝消毒予定表
日 曜 場所
11 月 浅井町１～３・７、黒川町１・２
12 火 黒川町３～７
13 水 相生町１～３
14 木 相生町３・４、竹迫町
18 月 杉戸町、笠柄町
19 火 熱田町６～10
20 水 熱田町11～13
21 木 熱田町14､ 内田町
25 月 長浜町１～８
26 火 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
27 水 日脚町２～６・８
28 木 唐鐘１～９
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する
ことがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

※

制
度
の
概
要
・
活
動
に
つ
い
て

の
相
談
、
申
請
書
類
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
不

明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空き家バンク
ホームページ
はこちらから
見られます

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

空
き
家
情
報
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い

住

宅

次
の
よ
う
な
充
電
式
電
池
を
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
、
ご
み
収

集
車
や
ご
み
処
理
場
で
発
火
や
爆
発

を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険

で
す
。
処
分
す
る
場
合
は
、
近
く
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

・
浜
田
市
役
所
本
庁
舎
１
階

・
各
支
所

・
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

充
電
池
は
適
切
に

処
分
し
ま
し
ょ
う
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広報はまだ：令和８年５月号

産

業

地
域
活
性
化

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
で
す
。

転
用
許
可
申
請

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

農
地
利
用
目
的
変
更
届

田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場
合

農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ａ
未
満
の
農
業

用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農
機
具

収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

※

自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
地
転
用
の
申
請
や

各
種
届
出
及
び
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
申
出
の
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
で
す
。

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
い
つ
で

も
可
能
で
す
が
、
許
可
が
降
り
る
の

は
年
２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締

切
）
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
㉕
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

まちづくりの各種支援制度を活用してください
市では、各種まちづくり団体の活動を支援するための様々な制度を設けています。

制度名 対象 補助内容
（対象経費）

補助金額
（交付額）

申請
期限

(1)
市民協働
活性化支援
事業補助金

市民団体など
社会貢献に関する事業・人材育成に関す
る事業・芸術文化の振興に関する事業に
係る経費

初めて実施する事業（新規事業）
　経費の３/４（上限50万円）

それ以外の事業（継続事業）
　経費の１/２（上限30万円）
※　継続事業の交付申請は３回まで

随
時

(2) まちづくり総合交付金

地区
まちづくり
推進委員会
又は町内会など

まちづくりに関するソフト事業に係る経費 団体ごとに積算した額
６
月
末

(3)
地域づくり
振興事業
補助金

町内会など

①集会所及び関連設備の改修費 経費の１/２（上限50万円）

随
時

②集会所施設の新設費 経費の１/２（上限300万円）

③集会所施設新設のための用地取得費 経費の１/２（上限50万円）

④集会所施設の解体費 経費の１/２（上限200万円）

⑤防犯灯の新設及び改修費
上限５万円/基
（ポール設置など特殊事情がある
場合は上限８万円/基）

⑥防災訓練及び防災資機材整備に係る経費 経費の全額（上限あり）

⑦防犯カメラの新設費 経費の２/３（上限20万円/基）

⑧町内会活動などに必要な備品などの購入費 経費の１/２（上限40万円）

◎ (1)(4)を除く各種補助金につ
いては、予算上限に達した時点
で終了です。

制度名 対象 補助内容
（対象経費）

補助金額
（交付額）

申請
期限

(4) 自治会活動保険 町内会など 自治会活動時に偶然に発生した事故などに対
処する補償 ―

随
時

(5)
見守り移動
販売支援
事業補助金

移動販売
事業者

地区まちづくり推進委員会と協定を結んだ事
業者が実施する見守り活動を伴う移動販売に
係る経費

①戸別訪問販売の場合
　移動販売で訪問した高齢者世
帯の戸数１件につき70円

② 高齢者が集う場で販売する場合
　来客数１人につき35円

(6)
地域支え合い
生活支援事
業補助金

地区
まちづくり
推進委員会

①地区まちづくり推進委員会などが高齢者　
　（70歳以上）のみの世帯からの依頼に基づ
　き実施する生活支援サービス（軽作業）に
　要した経費から利用者負担額などを差し引
　いた額
※　生活支援サービス…草刈り、草取り、除
　雪、雪下ろし、掃除、片付け、家事支援など
②軽作業に必要な消耗品購入費（草刈機チッ
　プソー、混合油、除雪スコップ、殺虫剤など）

経費の全額（上限30万円）

(7)

あいのり
タクシー等
運行支援
事業補助金

地区
まちづくり
推進委員会

地区まちづくり推進委員会がタクシー事業者
又は貸切バス事業者と契約して運行する「あ
いのりタクシー・バス」の運賃から利用者負
担額などを差し引いた額

経費の全額（上限80万円）
※　あいのりが成立しなかった
　便は経費の１/２

(8)

青少年健全
育成活動
支援事業
補助金

市民団体など 青少年の健全な育成を図る活動に必要な備品
の購入に係る経費 経費の２/３（上限10万円）

(9)

大学等高等教
育機関と連携
したまちづく
り推進事業補
助金

市民団体又は
学生団体など

市民と学生が共同で行う交流・文化事業に係
る経費（飲食に要した費用を除く）

経費の３/４(上限５万円）
※　特定の条件を満たす場合は
　上限10万円

問合せ　(1) ～ (6)…まちづくり社会教育課まちづくり推進係　　　　　
　　　　(7)…まちづくり社会教育課交通対策室　　　　　　　☎㉕９２０１
        (8)…まちづくり社会教育課社会教育係　　　　　　　☎㉕９２０４
　　　　(9)…政策企画課企画係　　　　　　　　　　　　　　☎㉕９２００

☎㉕９２０１

訂
正「広

報
は
ま
だ
」
４
月
号
の
Ｐ

７
に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

「
令
和
８
年
度
教
育
方
針
」
内

１

学
校
教
育

美
川
小
学
校
イ
メ
ー
ジ
図
を
反

転
し
て
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
、
正
し
い
イ

メ
ー
ジ
図
を
掲
載
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。
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市
で
は
、「
浜
田
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震

な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、「
耐
震
診
断
」
や
「
耐
震

改
修
」
な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
か
ら
は
、「
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
の
設
置
」
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
追
加
し
ま

し
た
。

補
助
対
象
事
業

耐
震
診
断
事
業

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ
て
、

建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建
築
士

に
判
定
し
て
も
ら
う
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
（
※
）
設
置
事
業

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
（
１
階
部
分
に

限
る
）。

※

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
、
地
震

発
生
時
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
の

倒
壊
か
ら
自
ら
の
命
を
守
る
た
め

の
装
置
で
す
。

※

補
助
対
象
と
な
る
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
に
つ
い
て
は
建
築
住
宅
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

レ
ベ
ル
で
１
・
０
未
満
と
判
定
さ

れ
た
も
の

・
高
齢
者
な
ど
が
居
住
す
る
住
宅

（
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
事
業
に

限
る
）

補
助
率
と
補
助
限
度
額

補
助
対
象
経
費
に
補
助
率
を
掛
け

た
金
額
（
左
表
の
と
お
り
）

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟当たりの
補助限度額

耐震診断 耐震診断に
要する経費 ９/10 ６万円

耐震シェルター
設置

耐震シェルターの
設置に要する経費 １/２ 20万円

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を

補
助
し
ま
す

申
込
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
必
要
な
図
面
や
書
類
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

県
内
の
民
間
団
体
が
実
施
す
る
多

文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
や
国
際
交

流
・
協
力
活
動
を
推
進
す
る
活
動
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
締
切
日

５
月
31
日
㈰

※

当
日
消
印
有
効

※

詳
細
は
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

２
０
２
６
年
度

世
界
と
つ
な
が
る

島
根
づ
く
り
助
成
金

税
務
・
納
税

令和８年度　市税などの納期限
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

市県民税
（普通徴収） 1期 2期 ３期 ４期

固定資産税 1期 ２期 3期 4期
軽自動車税 全期
国民健康保険料
（普通徴収） １期 2期 3期 4期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

後期高齢者医療
保険料（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 ６期 ７期 8期 ９期

※

納
期
限
は
、
各
月
の
末
日
（
末

日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）
で
す
。
た
だ
し
、
12
月

は
12
月
28
日
㈪
が
納
期
限
で
す
。

※

口
座
振
替
払
の
依
頼
が
な
い
人

に
は
、
賦
課
決
定
通
知
書
の
送
付

の
際
に
、
1
年
分
の
納
付
書
を
一

括
し
て
送
付
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
納
付
方
法

納
付
書
で
納
付
す
る
方
法

浜
田
市
指
定
の
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
（
中
国
５
県
の
み
）
の
窓

口
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
（
※
）
で
納
付
で
き
ま
す
。

※

対
応
ア
プ
リ
は
納
付
書
裏
面
に

記
載
し
て
い
ま
す
。

※

二
次
元
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た

納
付
書
は
、
全
国
の
地
方
税
統
一

二
次
元
コ
ー
ド
対
応
金
融
機
関
で

納
付
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
決
済
ア

プ
リ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど

で
の
支
払
い
も
可
能
で
す
。

市
税
な
ど
は
「
納
期
限
内
の

納
付
」
を
お
願
い
し
ま
す

市
税
な
ど
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
の
市

税
な
ど
を
有
効
に
使
う
た
め
、
納
期

限
内
の
自
主
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
利

用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
軽
自
動
車
税
を

減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
期
間
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人

に
は
、
令
和
８
年
度
の
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
に
減
免
の
案
内
文
を
同

封
し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
11
日
㈪
〜
６
月
１
日
㈪

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

又
は
療
育
手
帳

・
運
転
免
許
証
又
は
マ
イ
ナ
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
車
両
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
有
効
期
限
内
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
は
不
要
で
す
）

※

減
免
の
要
件
や
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※

マ
イ
ナ
免
許
証
を
持
参
の
人
は
、

マ
イ
ナ
免
許
証
読
み
取
り
ア
プ
リ

で
運
転
免
許
情
報
を
確
認
し
ま
す
。

※

電
子
化
さ
れ
た
自
動
車
検
査
証

（
電
子
車
検
証
）
の
場
合
は
、「
自

動
車
検
査
証
記
録
事
項
」
の
添
付

が
必
要
で
す
。

今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
と
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、
二
次
元
コ
ー

ド
な
ど
を
利
用
し
た
便
利
な
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
送
日

５
月
１
日
㈮

※

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限

６
月
１
日
㈪

納
付
方
法

①
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付

・
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

※

詳
し
く
は
、「
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

③
金
融
機
関
、
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

窓
口
な
ど

納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
人

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申

請
に
よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納

管
理
課

☎
㉙
５
５
２
２

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
1
日
㈪
で
す

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
の

送
付
を
廃
止
し
て
い
ま
す

（
口
座
振
替
分
）

「
軽
Ｊジ

ェ

ン

ク

ス

Ｎ
Ｋ
Ｓ
（
軽
自
動
車
税
納

付
確
認
シ
ス
テ
ム
）」
の
運
用
が
開

始
さ
れ
、
全
て
の
車
両
（
自
動
二
輪

含
む
）
に
つ
い
て
車
検
な
ど
（
継
続

検
査
）
を
受
け
る
際
に
納
税
証
明
書

の
提
示
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
口
座
振
替
で

納
付
さ
れ
た
人
へ
の
納
税
証
明
書
の

送
付
は
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ

税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

申
請
・
問
合
せ

・
税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

子

育

て

風
し
ん
任
意
予
防
接
種
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
風
し
ん
任
意
予
防
接
種

の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

助
成
対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
風
し
ん

抗
体
検
査
で
接
種
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

健
康
・
福
祉

ご
存
知
で
す
か
？

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス

食
事
の
確
保
が
困
難
な
人
の
自
宅

に
昼
食
を
配
達
し
、
併
せ
て
安
否
確

認
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
内
に
在
住
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
又
は
障
が
い
者
の

み
で
生
活
し
て
い
る
人

②
心
身
の
機
能
の
低
下
又
は
障
が

い
・
負
傷
・
疾
病
な
ど
の
理
由
に

よ
り
買
物
又
は
調
理
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
食
事
を

確
保
で
き
な
い
人
の
み
で
生
活
し

て
い
る
人

※

申
請
時
に
別
途
聞
き
と
り
を
行

い
、
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

利
用
料
（
宅
配
業
者
へ
の
支
払
い
）

お
弁
当　
　
　
１
食

５
３
０
円

お
か
ず
の
み

１
食

４
５
０
円

※

利
用
料
金
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス
ケ
）

緊
急
時
に
、
固
定
電
話
に
接
続
し

た
緊
急
通
報
装
置
の
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
又
は
サ
ス
ケ
携
帯
の
通
報
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
引
く
こ
と
に
よ
り
サ
ス
ケ

セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

状
況
に
よ
っ
て
近
所
の
協
力
員
・

民
生
委
員
・
消
防
署
な
ど
に
連
絡
し
、

対
応
を
行
い
ま
す
。

サ
ス
ケ
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
３
６

５
日
稼
働
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
内
に
在
住
で
次
の

全
て
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

の
人

②
障
が
い
者
の
み
で
生
活
し
て
い
る
人

③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者

の
み
で
生
活
し
て
い
る
人

利
用
料
（
委
託
業
者
へ
の
支
払
い
）

・
固
定
電
話
型

１
か
月
５
０
０
円

・
携
帯
型　
　
　
１
か
月
７
０
０
円

問
合
せ

・
高
齢
障
が
い
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

②
妊
娠
中
又
は
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
の
同
居
者

助
成
期
間

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

助
成
金
額

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）
ワ

ク
チ
ン　
　
　
　
　
４
０
０
０
円

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

※

自
己
負
担
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
予
約
時
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
健
康
医
療
保
険
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

申
込
み

し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉛
５
０
５
６

Em
ail

：adm
in@
sic
-
info.

org

しまね国際センター
ホームページ
はこちらから
見られます

口
座
振
替
に
よ
る
方
法

一
度
、
口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、

指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
た
め
、
市
税
な
ど
の
納
め
忘

れ
の
心
配
が
な
く
便
利
で
す
。

問
合
せ

税
務
課
収
納
係

☎
㉕
９
２
４
０

詳しくは
「地方税お支払
サイト」を

ご確認ください

3031 広報はまだ：令和８年５月号
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
ピ

ロ
リ
菌
感
染
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
及
び
胃
が
ん
発
生
リ
ス
ク
の
低
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
で
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
）
の
う
ち
、
ピ
ロ

リ
菌
検
査
を
希
望
す
る
人

※

令
和
３
年
度
以
降
に
助
成
を
受

け
た
人
は
対
象
外

助
成
額

上
限
２
０
０
０
円

※

助
成
額
を
超
え
る
金
額
は
自
己

負
担

助
成
人
数

30
人

検
査
内
容

ピ
ロ
リ
菌
の
有
無

糞
便
中
抗
原
測
定
、抗
体
測
定（
血

液
検
査
な
ど
）、
尿
素
呼
気
試
験
な
ど

実
施
期
間

６
月
１
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈪

※

医
療
機
関
休
診
日
を
除
く

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
又
は
封
書

に
助
成
希
望
者
の
①
住
所
②
氏
名

③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
健
康
医
療
保
険
課

「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
」
係

 （裏）
助成希望者の
①住所
②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501
浜田市殿町１番地
浜田市健康医療保険課

「ピロリ菌
　検査費用助成」係

はがき記入例

申
込
期
限

５
月
18
日
㈪

※

助
成
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

実
施
期
間
中
受
付

注
意
事
項

・
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

・
は
が
き
（
封
書
）
は
、
助
成
希
望

者
１
人
に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚

に
２
人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

・同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
（
封
書)

で
応
募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有

効
で
す
。

・
は
が
き
（
封
書
）
に
記
載
さ
れ
た

人
以
外
が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
市
が
検
査
結
果
を
把
握
す
る
こ
と

を
了
承
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

・
検
査
の
結
果
陽
性
に
な
っ
た
人
で

除
菌
を
す
る
際
は
、
内
視
鏡
検
査

が
必
要
で
す
。

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下

旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

協
力
医
療
機
関
に
お
い
て
、
助
成

券
と
引
き
換
え
に
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
助
成
額
を
超
え

る
金
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
保
険
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

協力医療機関名 電話番号 予約

岡本胃腸科内科医院（長沢町） ☎㉓５５５５ 不要

沖田医院（殿町） ☎㉒１５５５ 要

小池医院（日脚町） ☎㉗１０２０ 要

さいとう医院（朝日町） ☎㉓０２２８ 要

さかね内科（殿町） ☎㉒２２３４ 要

さわだクリニック（国分町） ☎㉘３７７７ 要

中村医院（片庭町） ☎㉒１１８３ 要

中村呼吸器内科医院（内村町） ☎㉗４５９３ 要

能美クリニック（天満町） ☎㉒３２３１ 要

丸山内科クリニック（相生町） ☎㉒１１１５ 不要

都医院（治和町） ☎㉖０１００ 不要

彌重内科眼科医院（高田町） ☎㉒１５２７ 要

山根病院（熱田町） ☎㉖０６８８ 要

酒井外科内科医院（旭町） ☎45０２２２ 要

野上医院（三隅町） ☎32００３１ 不要

山根病院三隅分院（三隅町） ☎32４３４３ 要

浜田市国保波佐診療所（金城町） ☎44０００１ 要

浜田市国保あさひ診療所（旭町） ☎45０００２ 要

浜田市国保弥栄診療所（弥栄町） ☎48５００１ 要

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防

接
種
費
を
助
成
し
ま
す

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者
に
は
、
助
成
券
を
送

付
し
ま
す
。

対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

１
回
目
1
歳
以
上
2
歳
未
満
の
幼
児

２
回
目

小
学
校
入
学
前
1
年
の
幼

児
（
令
和
２
年
4
月
2
日
生
ま
れ

〜
令
和
３
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

助
成
期
間

１
回
目

２
歳
の
誕
生
日
の
前
日

２
回
目

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

助
成
金
額

１
回

４
０
０
０
円

※

自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
予
約
時
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

Ｐ
34
、
35
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

定
期
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す

接
種
期
間

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

実
施
医
療
機
関

Ｐ
34
、
35
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
な
ど
の
定
期
予
防
接
種

予
防
接
種
の
種
類
な
ど
は
、
Ｐ
34
、

35
の
定
期
予
防
接
種
一
覧
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※

健
康
状
態
や
対
象
年
齢
な
ど
を

確
認
し
て
、
実
施
医
療
機
関
へ
必

ず
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料
（
対
象
年
齢
・
接
種
間

隔
な
ど
を
外
れ
て
接
種
す
る
と
料

金
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

持
参
す
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
（
市
外
・
県
外
の

医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

対
象
者
に
は
、
65
歳
の
誕
生
日
の

翌
月
に
通
知
文
と
予
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

対
象
者

接
種
日
に
浜
田
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
65
歳
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
相
当
の
市
民

※

こ
れ
ま
で
に
23
価
肺
炎
球
菌
ポ

リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
又
は

肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を
１

回
以
上
接
種
し
、
肺
炎
球
菌
感
染

症
の
予
防
接
種
を
行
う
必
要
性
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
高
齢
者
の
人

は
対
象
外
で
す
。

持
参
す
る
も
の

通
知
文
・
予
診
票
・
保
険
資
格
が

確
認
で
き
る
も
の
・
免
除
証
明
書

（
必
要
な
人
の
み
）・
身
体
障
害

者
手
帳
（
必
要
な
人
の
み
）

接
種
回
数

１
回

接
種
料
金

４
０
０
０
円

※

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

接
種
対
象
期
間

65
歳
の
誕
生
日
前

日
か
ら
66
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

注
意
事
項

予
防
接
種
の
効
果
や
副

反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
保
険
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
帯
状
疱
疹
予
防
接
種

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
文
を
送

付
し
ま
す
。

対
象
者

①
浜
田
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
下
記

表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

※

年
齢
は
令
和
９
年
３
月
末
時
点

②
接
種
日
時
点
で
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害

を
有
す
る
人

持
参
す
る
も
の

通
知
文
・
保
険
資
格
が
確
認
で
き

る
も
の
・
免
除
証
明
書
（
必
要
な

人
の
み
）・身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

接
種
回
数
・
料
金

・
生
ワ
ク
チ
ン

１
回
３
０
０
０
円

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
接
種
）

　
　
　
　
　
　
　
１
回
７
０
０
０
円

※

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

接
種
期
間

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

注
意
事
項

予
防
接
種
の
効
果
や
副

反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種

昭
和
37
年
4
月
2
日
〜
昭
和
54
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性
で
あ
っ
て
、

令
和
6
年
度
末
ま
で
に
抗
体
検
査
を

実
施
し
た
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
が

不
十
分
な
人
で
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
偏

在
な
ど
に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
人
は
、
接
種
可
能
期
間

が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

持
参
す
る
も
の

ク
ー
ポ
ン
券
、
保
険
資
格
が
確
認

で
き
る
も
の
、
抗
体
検
査
結
果

接
種
回
数

１
回

料
金

無
料
（
予
防
接
種
）

生年月日 年齢
昭和36年４月２日生～昭和37年４月１日生 65歳
昭和31年４月２日生～昭和32年４月１日生 70歳
昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生 75歳
昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生 80歳
昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生 85歳
昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生 90歳
昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生 95歳
大正15年４月２日生～昭和２年４月１日生 100歳

接
種
期
間

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

注
意
事
項

令
和
6
年
度
末
ま
で
に
抗
体
検
査

を
実
施
し
た
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体

が
不
十
分
な
人
が
対
象
で
す
。

※

令
和
７
年
度
以
降
に
抗
体
検
査

を
実
施
し
た
人
は
対
象
外
で
す
。

※

令
和
6
年
度
に
発
行
し
た
ク
ー

ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
令
和
7
年

2
月
末
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
9
年
3
月
31
日
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

※

ク
ー
ポ
ン
券
を
破
損
、
紛
失
し

た
人
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
実
施

医
療
機
関
へ
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
保
険
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

定期予防接種一覧
予防接種名 対象者 接種回数 注意点

ロタウイルス

【１価 ロタリックス】
生後６週以上24週以下 ２回

・初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを推
奨します。
・27日以上の間隔をおいて２回接種してください。
・腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不全
症などの疾患がある人は接種対象外です。

【５価 ロタテック】
生後６週以上32週以下 ３回

・初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを推
奨します。
・27日以上の間隔をおいて３回接種してください。
・腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不全
症などの疾患がある人は接種対象外です。

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回
・生後２か月から生後９か月未満での接種を推奨します。
・27日以上の間隔をあけて２回接種し、１回目接種から139日以
上（２回目接種から６日以上）の間隔をあけて１回接種して
ください。

小児用肺炎球菌 生後２か月以上５歳未満 初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨　
　します（初回接種が遅れた場合、接種回数が少なくなることが
　あります）。
・27日以上の間隔をあけて３回接種し、３回終了後60日以上
　あけて１歳以上で１回接種してください。

５種混合
（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ・ヒブ）

生後２か月以上７歳半未満 初回３回
追加１回

・初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨し
ます。
・20日から56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了後６か月か
ら１年半あけて１回接種してください。

BCG １歳未満 １回 ・生後５か月から生後８か月での接種を推奨します。

MR
（麻しん風しん）

第１期 １歳以上２歳未満 １回 ・下記に該当する人で、令和６年度にMRワクチンの偏在などに
　より接種対象期間内に接種を受けられなかった人は、令和９
　年３月31日まで接種できます。
第１期　令和６年度内に生後24月に達した人
第２期　令和６年度における第２期の対象者
　　　　（Ｈ30. ４. ２生～H31. ４. １生）

第２期 保育所（園）・
幼稚園の年長児相当
（R２.４.２生～R３.４.１生）

１回

水痘 １歳以上３歳未満 ２回
・１回目は１歳から１歳３か月までに接種し、２回目は１回目
終了後、６か月から１年あけて接種してください。
・水痘にかかったことのある人は接種対象外です。

日本脳炎

第１期
生後６か月以上７歳半未満

初回２回
追加１回

・標準的な接種開始年齢は３歳以上ですが、医師と相談した　
　うえで生後６か月から接種することができます。
・６日から28日の間隔をあけて２回接種し、２回接種後おおむ
ね１年あけて１回接種してください。

第２期 ９歳以上13歳未満 １回 ・９歳以上10歳未満での接種を推奨します。
特例措置・特例対象者
積極的勧奨差し控えに
より接種機会を逃した人
（20歳未満）

残りの
必要回数 ・接種については主治医に相談してください。

DT（ジフテリア・
破傷風） 11歳以上13歳未満 １回 ・標準的な接種開始年齢は小学６年生相当です。

　（Ｈ26. ４. ２生～Ｈ27. ４. １生）

子宮頸がん予防
ワクチン（HPV）

小学６年生～高校１年生
相当の女子 ２・３回

・標準的な接種開始年齢は中学１年生相当です
※　接種する年齢によっては接種回数が異なります。接種につ
　いては主治医に相談してください。

RSウイルス
（母子免疫ワクチン） 妊娠28週～36週までの妊婦 １回 ※　妊娠週数については主治医に相談してください。

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 高齢者肺炎球菌 高齢者帯状疱疹

BCG ５種 DT MR 日本
脳炎

子宮
頸がん

小児用
肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく RS MR

５期 可否
通院・入院
患者のみ 予約 可否

通院・入院
患者のみ 予約１期 ２期

北村内科クリニック
国分町　☎㉘２２５７ ○ ○ ○ ○
小池医院
日脚町　☎㉗１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいとう医院
朝日町　☎㉓０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科
殿町　　☎㉒２２３４ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
さわだクリニック
国分町　☎㉘３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田診療所　殿町介護医療院
殿町　　☎㉒２５１１ ○ ○

※２ ○ ○ ○
※２ ○

すみれ小児科
熱田町　☎㉖１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック
長沢町　☎㉔１６５０ ○ ○
中村医院
片庭町　☎㉒１１８３ ○ ○ ○

※１ ○ ○ ○
※１ ○

中村整形外科
殿町　　☎㉒３３２５ ○ ○ ○ ○
中村呼吸器内科医院
内村町　☎㉗４５９３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
西川病院
港町　　☎㉒２３９０ ○ ○

※２ ○ ○ ○
※２ ○

能美クリニック
天満町　☎㉒３２３１ ○ ○ ○ ○ ○
浜田長沢皮フ科・アレルギー科
長沢町　☎㉕７８０１ ○ ○
真鍋医院
国分町　☎㉘００３１ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック
相生町　☎㉒１１１５ ○ ○
都医院
治和町　☎㉖０１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院
高田町　 ☎㉒１５２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック
下府町 ☎㉘１９１１ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院
熱田町　 ☎㉖０６８８ ○ ○ ○ ○
金城沖田医院
金城町七条　☎42１８００ ○ ○ ○

※３ 〇
酒井外科内科医院
旭町今市 ☎45０２２２ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院
三隅町三隅　☎32００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院
三隅町三隅　☎32００３８ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○
野上医院
三隅町三隅　☎32００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院
三隅町岡見　☎32４３４３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
浜田医療センター
浅井町　☎㉕０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険大麻診療所
西村町　☎㉖００１４ ○ ○ ○ ○
国民健康保険波佐診療所
金城町波佐　☎44０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀　☎48５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原　☎45０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
びおら小児科
江津市 ☎0855535355 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公立邑智病院附属市木診療所
邑南町 ☎0855850070 ○ ○ ○ ○
◎特例のみ　△２期のみ　▲２期・特例のみ　●中学生まで　※１通院患者のみ　※２通院・入院患者のみ　※３ R ８. ６月～
※　浜田医療センターは、主に入院治療や高度な医療を必要とする人を主体に対応する「中核病院」です。
　　予防接種は、できるだけ市内のかかりつけ医で受診しましょう。
※　定期予防接種は、市内の医療機関で接種するのが原則です。入院・入所や里帰りなどのため、浜田市を長期間離れ市内の医
療機関で接種ができない場合は、接種前に連絡してください。

個別接種医療機関

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 高齢者肺炎球菌 高齢者帯状疱疹

BCG ５種 DT MR 日本
脳炎

子宮
頸がん

小児用
肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく RS MR

５期 可否
通院・入院
患者のみ 予約 可否

通院・入院
患者のみ 予約１期 ２期

飯塚皮膚科
長沢町　☎㉓６６２５ ○ ○
あさひまちクリニック
朝日町　☎㉓５３５３ ○ ○ ○ ○
大石内科医院
黒川町　☎㉕０３１３ ○ ○

※１ ○
岡本胃腸科内科医院
長沢町　☎㉓５５５５ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
沖田医院
殿町　　☎㉒１５５５ ○ ○ ○

※１ ○ ○ ○
※１ ○
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
ま
す

県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て
参
列
し

て
い
た
だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象次

の
全
て
を
満
た
す
県
内
在
住
者

①
日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７

日
）
以
降
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
戦

没
者
の
遺
族

②
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥

姪
、
曽
孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

甥
姪
の
配
偶
者
、
18
歳
未
満
の
遺

族
（
式
典
当
日
時
点
）
と
そ
の
保

護
者
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
な

場
合
に
限
る
）

③
健
康
状
態
が
良
好
で
、
２
日
間
の

団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ
る
人

（
介
助
者
な
し
で
行
動
可
能
な
人
）

※

こ
れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
人
を

優
先
し
ま
す
。

※

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の
参

列
を
原
則
と
し
ま
す
（
子
・
兄
弟

姉
妹
・
孫
・
甥
姪
の
配
偶
者
が
夫

婦
で
参
列
す
る
場
合
及
び
18
歳
未

満
の
遺
族
と
そ
の
保
護
者
が
参
列

す
る
場
合
を
除
く
）。

日
程

８
月
14
日
㈮
〜
15
日
㈯

式
典
開
催
日

８
月
15
日
㈯

場
所

日
本
武
道
館

参
加
費

航
空
賃
、
宿
泊
料
な
ど
の

定
額
助
成
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
の
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

※

参
加
費
は
無
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
日

５
月
22
日
㈮

申
込
方
法

参
列
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
地
域
福
祉
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

全
て
の
応
募
者
の
中
か

ら
続
柄
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
し
、

島
根
県
が
選
考
し
ま
す
（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※

参
列
は
、（
一
財
）
島
根
県
遺

族
連
合
会
が
主
催
す
る
旅
行
団
に

よ
り
実
施
し
、
集
合
か
ら
解
散
ま

で
は
原
則
全
て
団
体
行
動
で
す
。

な
お
、
旅
行
日
の
天
候
の
状
況
に

よ
っ
て
は
旅
程
の
変
更
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※

参
列
者
決
定
後
の
辞
退
に
つ
い

て
は
、
時
期
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン

セ
ル
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

選
考
結
果
は
、
７
月
上
旬
頃
ま

で
に
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
か
ら

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
援
護
恩
給
係

☎
０
８
５
２
㉒
５
２
４
０

子宮頸がん検診
【医療機関で受診する場合】（要予約）
対　象　20歳以上65歳まで（昭和36年４月２日～平
　　　　成19年４月１日生まれ）の女性で浜田市に
　　　　住民票がある人

実施期間

山根病院三隅分院
レディースクリニック
５月２日㈯～令和９年２月25日㈭
浜田医療センター内　健診センター
５月１日㈮～令和９年２月26日㈮

実施場所

山根病院三隅分院
レディースクリニック　☎32４３４３
実施日時（予約受付）
　　　　毎週月・水・木曜日
         9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第１・３土曜日　9:00～12:00
　　　　※　休診日を除く

浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00
実施日　　毎週月～金曜日
　　　　　※　休診日を除く
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（要予約）
対　象　20歳以上（昭和19年４月１日以前生まれ）
　　　　の女性で浜田市に住民票がある人
申込先 島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付　平日　8:30～12:00
               13:00～17:15
実施日 受付時間 会　場

５月18日㈪

8:45～11:00 国府まちづくりセンター

13:30～14:30 都川高齢者活動促進センター

15:00～15:20 市木生活改善センター

５月25日㈪
9:00～11:30 中央図書館

13:30～14:30 美川まちづくりセンター

・体調がすぐれない人は受診を控えてください。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、妊婦）に感染を
広げないため、検診時のマスク着用のご協力をお願いします。

・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合、２回目以降全額自己負担となります（妊婦健診のHPV検査含む）。
・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その間隔に当てはまらない場合受診をお断りすることがあります。
・電話予約が集中した場合、電話がつながりにくい場合があります。お手数ですが、時間を空けて再度かけ直し
てください。

５月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）
対　象 40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）　
　　　　で浜田市に住民票がある人
予約先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付　平日　8:30～12:00
               13:00～17:15
実施日 受付時間 会　場

５月18日㈪
8:45～11:00 国府まちづくりセンター
13:30～14:30 都川高齢者活動促進センター

５月25日㈪
9:00～11:30 中央図書館
13:30～14:30 美川まちづくりセンター

※　検査前日から禁煙です。
※　食べたものが胃に残っている場合は検査できませ
ん。
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。
※　避けた方が良い食品：肉類・貝類・天ぷら・ねり製品・
こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど
※　受診２時間前までは、コップ１杯程度の飲水は可
能です。
※　血圧・心臓・脳疾患の薬を朝服用している人は、
受付２時間前までにコップ１杯程度の水で飲んでく
ださい。そのほかの薬は主治医の指示に従ってくだ
さい。
※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人、妊娠中の
人は検査できません。

【検診車で受診する場合】（要予約）
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付　平日　8:30～12:00、13:00～17:15

実施日 受付時間 会　場

５月13日㈬
9:00～10:00久佐　くざ会館
11:00～11:30 小国　おぐに会館
13:30～16:00浜田市役所

５月22日㈮

9:00～ 9:45 美又　美又会館
10:30～11:30今福　ふれあい会館
13:15～14:00波佐　ときわ会館
14:45～16:00 雲城　ふれあいジム・かなぎ

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者
・妊娠中・授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためVPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人
・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診
（検診車）の申込み
はこちらからも
できます

胃がん検診
（検診車）の
申込みは
こちらから
もできます

乳がん検診
（検診車）の
申込みは
こちらから
もできます

問合せ　健康医療保険課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

乳がん検診
対象　40歳以上の女性（昭和62年４月１日以前生まれ）
　　　の浜田市に住民票がある女性で、２年に１回の
　　　受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】（要予約）
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付 10:00～12:00､ 14:00～16:00

実施期間

５月１日㈮～令和９年２月26日㈮
毎週火・木・金曜日
※　休診日を除く
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
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助
成
対
象
予
防
接
種

令
和
3
年
４

月
１
日
以
降
に
接
種
し
た
、
定
期

予
防
接
種
の
再
接
種
（
B
C
G
、

ロ
タ
、
R
S
ウ
イ
ル
ス
を
除
く
）

※

治
療
前
に
定
期
の
予
防
接
種
と

し
て
接
種
し
て
い
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

※

一
部
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
接
種
上

限
年
齢
が
あ
り
ま
す
。

助
成
金
額

全
額

申
請
方
法

①
助
成
対
象
認
定
の
申
請
時
に
、
次

の
書
類
を
提
出

・
認
定
申
請
書

・
医
師
意
見
書

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
予
防
接
種

の
履
歴
が
確
認
で
き
る
も
の

②
浜
田
市
か
ら
認
定
を
受
け
た
後
、

医
療
機
関
で
再
接
種

※

医
療
機
関
窓
口
で
、
い
っ
た
ん

再
接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
助
成
金
の
交
付
申
請
時
に
、
次
の

書
類
を
提
出

・
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

・
医
療
機
関
で
再
接
種
し
た
際
の
領

収
書
の
原
本
（
予
防
接
種
ご
と
の

接
種
費
用
、
医
療
機
関
名
、
接
種

日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
再
接
種
の
記
録
が
確
認
で
き
る
も
の

・
振
込
先
が
確
認
で
き
る
通
帳
な
ど

の
写
し

※

申
請
書
の
様
式
は
問
合
せ
先
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
保
険
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係

☎
㉒
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免
疫

が
消
失
し
た
20
歳
未
満
の
人
が
、
定

期
予
防
接
種
の
再
接
種
を
受
け
る
際

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
浜
田
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

②
再
接
種
を
受
け
る
日
に
20
歳
未
満

の
人

③
骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免

疫
が
消
失
し
、
医
師
に
再
接
種
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

治
療
に
よ
り
免
疫
消
失
し
た

人
の
予
防
接
種
再
接
種
費
を

助
成
し
ま
す

問合せ　健康医療保険課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

浜田市が実施するがん検診の対象年齢と受診間隔

がん検診の種類 対象年齢/性別 受診間隔 ネット予約の可否

胃がん検診
（バリウム検査） 40歳以上 １年に１回 可

大腸がん検診
（便潜血検査、郵送法） 40歳以上 １年に１回 可

結核肺がん検診
（胸部エックス線検査） 40歳以上 １年に１回 予約不要

子宮頸がん検診
（HPV併用検査） 20歳以上/女性 ３年に１回

※　結果によって異なります。可（検診車で実施する検診）

乳がん検診
（マンモグラフィー検査） 40歳以上/女性 ２年に１回 可（検診車で実施する検診）

浜田市が実施するがん検診は、全て無料です。
浜田市に住民票のある人は、加入する健康保険の種別に関係なく受診できます。受診間隔に沿っ
て、定期的に受けることが大事です。適切な間隔で受診してください。

浜田市が実施するがん検診の種類

もっと知ってほしい！がん検診
　　詳しい日程や予約方法については、各月の「広報
はまだ」もしくは「令和８年度各種健（検）診日程
表」、浜田市ホームページをご覧ください。

浜田市　がん検診 市ホームページは
こちらから
も見られます

健 康 コラムコラム

がん検診、忘れずに受けていますか？

メリット
①　救命効果
　最大のメリットは早期発見・早期治療による
救命です。
②　早期のがん発見
　早期であれば治せる可能性は非常に高く、治
療も軽く済むことが多いので、患者にかかる身
体的負担、経済的負担や時間は一般的に少なく
済みます。
③　がん以外の病気の発見・治療につながる
がん検診では、がんになる前段階の病変が見

つかることもあります。病変が軽い場合は経過
を観察し、必要に応じて治療することで、がん
になることを防ぐことができます。

デメリット
①　偽陰性
がん検診でがんが100％見つかるわけではないこと。
②　偽陽性
結果的に不必要な治療や検査を招く可能性がある

こと。
③　過剰診断
　生命予後に影響しない、微小で進行の遅いがん　
を見つけてしまうこと。
（その結果、本来不要な治療により、身体的、心理
的、経済的な負担がかかります）

【引用元】国立がん研究センター がん検診の適切な受け方 
　　　　がん検診について

～メリット・デメリットを正しく理解して
がん検診を受けましょう～

生活習慣に気をつけることで、がんのリス
クを減らすことができますが、全てのがんを
防ぎきることはできません。そのため、がん
検診を適切な年齢、受診間隔で受けて、がん
を早期に発見し、適切な治療を受けることが
大切です。
がん検診で必ずしもがんが見つかるわけで

はなく、がんでなくてもがん検診の結果が
「要精検」となるなど、全ての検診にはデメ
リットがあります。しかし、国が科学的根拠
に基づく「がん検診」として推奨する検診は、
これらの低い確率でおこるデメリットよりも、
がんで亡くなることを防ぐメリットが大きい
ことが証明されています。
がんは自覚症状がないまま進行していくた

め、右のグラフのとおり、早く見つけるため
には「定期的ながん検診」が大切です。皆さ
んの大切な命を守るために、がん検診を定期
的に受けましょう。

　　データ元：島根県地域がん登録2017年～2021年
胃・大腸・肺・乳房・子宮の合計（進行度合不明を除く）

※上皮内：がんが上皮細胞と組織を隔てる膜を破って浸潤（しんじゅん）して
　　　　　いない状態
※限局：がんが発生臓器にとどまっている状態

がん検診には、メリットとデメリットがあります

がんになっても、
検診で早期に見つける
ことが大切です！

がん発見時の進展度と発見の経緯
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経過観察中
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進行がん早期がん

症状などがあり
受診、そのほか
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

王　哲さん

グエン　ティ　テゥイ　クインさん

サントソ　ニコラスさん

皆さん、こんにちは。中国出身の王と申します。
　あっという間に、浜田での生活も２年が経ちました。振り返ってみると、
昨年は仕事でもプライベートでも、本当に様々な経験をさせていただきま
した。
　仕事では、皆さんのご協力のおかげで、たくさんのイベントを実現する
ことができました。もちろん、うまくいかなかったこともありましたが、
失敗も人生の醍醐味ですよね。
　プライベートでは、念願だった富士山に登ることができました。その日
は天気にも恵まれ、無事にご来光を見ることができました。昨年で一番感
動した瞬間でした。
　今年度も色んなイベントを企画していきたいと思っています。ぜひ皆さ
んも積極的に参加してください。一緒にすてきな思い出を作りましょう！
引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

G
グ ッ デ イ

’day! 国際交流員ニコラス・サントソです。
　出身は、オーストラリアにあるコーヒーの町・メルボルンです。
　オーストラリアは、砂漠、サンゴ礁、古代多雨林といった大自然や生き
物、かわいい動物が有名です。また、オーストラリアの古代から今にまで
伝わっている先住民の伝統芸術・文化・言語なども世界中で知られ、異な
る文化を持つ人々が生活しており、世界有数の多文化・多民族国家になり
ました。
　これまでも、浜田でオーストラリアの素晴らしいところを紹介させてい
ただいたので、今年度もぜひ、交流しましょう。よろしくお願いします。

X
シ ン

in c
チ ャ オ

hào. ベトナムの国際交流員クインと申します。
　これまで浜田市をはじめ、日本の美しい景色を楽しみながら、日々楽しく仕事
に取り組んできました。
　昨年、仕事の中で、特に有意義に感じたことは、市内でイベントを開催したこ
とに加え、金城、旭、弥栄、三隅にも足を運び、まちづくりセンターとコラボし
て国際交流活動を行えたことです。地域ごとに違う雰囲気や人々の温かさを感じ
ながら、皆さんにベトナムの魅力や美しさを紹介することができ、とてもうれし
く思いました。今年度も、活動の範囲を広げ、より多くの人にベトナムに親しみ
を持っていただければと思います。
　また、プライベートの目標は日本で咲く様々な種類の花と一緒に写真を撮るこ
とです。四季ごとに咲く花の美しさを楽しみながら、日本での生活を楽しく過ご
していきたいと思います。今年もどうぞ、よろしくお願いいたします。

国際交流員コラム

浜田市国際交流員を紹介します

オウ　テツ

　市では多文化共生社会や国際理解の推進のため、３人の国際交流員を配置して
います。地域や団体などの諸行事に国際交流員を呼んで、国際交流しませんか？
　派遣や翻訳を希望する人は、定住関係人口推進課関係人口係（☎㉕９５１１）
へお問い合わせください。 市国際交流員の

派遣・翻訳依頼については
こちらから見られます

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

人

権

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
の

中
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す
る
た

め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
務
局
職
員
と
と
も
に
人
権
相
談

を
実
施
し
、
人
権
尊
重
の
理
念
を
住

民
に
広
め
る
た
め
、
学
習
会
の
開

催
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
、
地
域

密
着
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
地
域
で

受
け
て
お
り
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

浜
田宇

津

香
也
子

小
川

豊

下
垣

博
史

杉
野
本

智
幸

寺
田

恭
子

外
浦

和
夫

中
川

伸
二

堀
口

秀
樹

和
田

充
麿

金
城井

上

尊
実

山
口

征
枝

吉
永

典
子

旭
服
部

浩
明

ほ
か
１
人

弥
栄島

田

礼
子

森
下

政
昭

三
隅白

澤

和
朋

濱
村

洋
介

吉
野

節
子

相
談
日
時
・
場
所

浜
田

第
１
・
第
３
水
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

祝
日
は
閉
所

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
相
談
室

※

日
時
・
場
所
は
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
「
は
ま
だ
情

報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

人
権
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
人
に

激
励
金
を
交
付
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会

及
び
国
際
大
会
出
場
者
（
個
人
・
団

体
）
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の
代

表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
人
（
た
だ
し
、

予
選
又
は
選
抜
を
経
て
全
国
規
模

で
実
施
さ
れ
る
競
技
大
会
に
限
る
）

※

国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る
届
出

・
全
国
大
会
要
項

文
化
芸
術
活
動
で
全
国
大
会

以
上
の
大
会
に
出
場
す
る
人

に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

文
化
芸
術
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会

及
び
国
際
大
会
出
場
者
（
個
人
・
団

体
）
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の
代

表
と
し
て
文
化
芸
術
活
動
の
全
国

大
会
に
出
場
す
る
人

・
日
本
代
表
と
し
て
文
化
芸
術
活
動

の
国
際
大
会
に
出
場
す
る
人

※

対
象
の
可
否
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る
届
出

・
全
国
大
会
要
項

・
予
選
会
結
果
の
わ
か
る
書
類
（
予

選
大
会
な
ど
を
経
ず
推
薦
に
て
出

場
す
る
場
合
は
、
そ
の
推
薦
書
の

写
し
）

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し
及

び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会
出
場

申
込
書
の
写
し
に
参
加
者
全
員
の

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加

者
名
簿
は
不
要
）

※

国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、
前

記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」
を
「
国

際
」
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

文
化
振
興
課
芸
術

文
化
振
興
係

☎
㉕
９
７
３
０

保
険
・
医
療

年

金

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
「
人
間

ド
ッ
ク
」
の
健
診
内
容
や
申
込
方
法

な
ど
の
詳
細
は
、
広
報
は
ま
だ
４
月

号
に
掲
載
済
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
込
締
切
は
５
月
15

日
㈮
で
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
保
険
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

国
民
健
康
保
険「
人
間
ド
ッ
ク
」

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅

日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は｢

は
ま

だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
９
１
６
０

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し
及

び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会
出
場

申
込
書
の
写
し
に
参
加
者
全
員
の

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加

者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予
選

で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、
選
抜

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
）

※

国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、
前

記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」
を
「
国

際
」
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
㉕
９
７
２
１

4041 広報はまだ：令和８年５月号
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対
象

原
則
小
学
生
以
上

団
の
新
規
設
立
・
申
込
み

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事

務
局

☎
㉕
９
７
２
１

団名 練習場所 代表者
波佐スポーツ少年団
（バドミントン） 波佐小体育館 榎　辰明

国府バレーボール
スポーツ少年団 国府小体育館 宮田　徹

周布バレーボール
スポーツ少年団

周布小体育館
第三中学校体育館 川本　浩伸

みすみSmileys
スポーツ少年団
(バレーボール)

三隅小体育館 金谷　和幸

団名 練習場所 代表者
国府野球スポーツ少年団 国府ふれあい広場 笠江　智憲
西部野球スポーツ少年団 周布小校庭 小田　昭司
浜田市野球スポーツ少年団 松原小校庭 三浦　聡
美川野球スポーツ少年団 美川農村広場 永見　哲朗

三隅少年野球クラブ
スポーツ少年団

田の浦公園ソフト
ボール場
三隅中校庭

司山　卓

金城少年野球クラブ 金城中校庭 藤田　佑磨

伝 言 板
まちかど

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

５
月
18
日
㈪
〜
29
日
㈮

抽
選
日

６
月
下
旬

入
居
可
能
時
期

７
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

募
　
　
集

外
国
人
住
民
へ
の
日
本
語
支
援
や
交

流
に
関
心
の
あ
る
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す

活
動
日

毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

年
会
費

１
５
０
０
円

問
合
せ

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
又
は
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
5
月
11
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

市
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

マ
リ
ン
ト
ー
ク
の
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

資
格・試
験

新
規
講
習
（
浜
田
会
場
）

対
象

防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時

６
月
10
日
㈬
・
11
日
㈭

（
２
日
間
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

場
所

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

西
部
研
修
会
館

料
金

８
０
０
０
円
（
税
込
み
）

定
員

80
人
（
先
着
）

甲
種
防
火
管
理
講
習

こちらから
申し込めます

教
室・講
座

日
時

５
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所ソ

コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

定
員

12
人
（
要
申
込
み
）

料
金

無
料

応
募
条
件

就
職
を
希
望
し
、
3
日

間
参
加
可
能
で
、
あ
る
程
度
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

申
込
み

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン

タ
ー
浜
田
へ

☎
㉕
５
２
０
７

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー

就
労
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
基
礎
編
）
in
浜
田

申
込
み

５
月
７
日
㈭
〜
20
日
㈬
ま

で
に
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
又
は
日

本
防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら

対
象

市
内
在
住
者
・
勤
務
者

（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

日
時

５
月
23
日
㈯
（
雨
天
実
施
）

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

消
防
本
部

内
容

水
消
火
器
を
使
用
し
た
消
火

訓
練
、
煙
体
験
、
火
災
や
地
震
の

防
火
講
話
、
地
震
体
験
車
に
よ
る

地
震
体
験

定
員

10
人

料
金

無
料

申
込
み

5
月
15
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
消
防

本
部
予
防
課
予
防
係
へ

☎
㉒
１
１
６
７

Em
ail

：s-yobou@
ham

ada.
lg.jp

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

こちらから
申し込めます

日
時

５
月
３
日
㈷
・
4
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

・
ア
ー
ト
パ
ネ
ル

１
２
０
０
円

・
紙
漉
き
体
験　
　
　
７
７
０
円
〜

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

石
州
和
紙
会
館

G
W
紙
漉
き
・
も
の
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時

５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

無
料

※

和
紙
に
描
く
場
合
別
途
料
金

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

お
出
か
け

地
域
井
戸
端
会

〜
皆
さ
ん
の
声
を
伺
い
ま
す
〜

日
時

５
月
8
日
㈮
〜
28
日
㈭

場
所

市
内
26
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」、
長
沢
サ

ブ
セ
ン
タ
ー

※

申
込
不
要

※

会
場
別
開
催
時
間
や
出
席
議
員

な
ど
詳
細
は
浜
田
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
市
議
会
事
務
局

☎
㉕
９
８
０
０

日
時

５
月
４
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所

ふ
る
さ
と
体
験
村

問
合
せ

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り
実
行

委
員
会

ふ
る
さ
と
体
験
村

☎
48
３
３
１
０

ふ
る
さ
と
体
験
村
春
ま
つ
り

市議会ホームページ
はこちらから
見られます

和
紙
と
鉛
筆
で
楽
し
む

鉛
筆
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時

５
月
16
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

２
０
０
回
記
念
鑑
賞
会

日
時

５
月
17
日
㈰

正
午
〜
午
後
４
時

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

和
室

講
師

中
野
宅
吉
さ
ん

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
3
０
０
０
円

・
学
生　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

※

刀
剣
を
持
っ
て
鑑
賞
す
る
の
で
、

マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

中
野
宅
吉
さ
ん

☎
０
8
０
‐
１
９
２
２
‐
３
９
４
６

第
２
０
０
回

石
州
刀
剣
会
・
定
例
鑑
賞
会

防
災
教
室

〜
地
域
を
守
る
防
災

チ
ャ
レ
ン
ジ
D
A
Y
〜

こちらから
申し込めます

広報紙配信アプリ「マチイロ」
で広報はまだが読めます

広報はまだをはじめ、登録した全国自治
体の広報紙が読めるアプリです。
右記二次元コードからアプリをダウン
ロードして、アプリを起動し、「はじめる」
から各種設定をして使用開始してください。

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２
枠を結合して広告を掲載することもできます。
申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。料金など、詳しくはお問い合わせくだ
さい。
申込み・問合せ　柏村印刷㈱　☎㉓２０４０

広報はまだに掲載する
広告を募集しています

問合せ　市長公室総合調整係　☎㉕９１５１

And
roid版

iOS版

問
合
せ

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３



広報はまだ：令和８年５月号

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

4445 広報はまだ：令和８年５月号

日
時

５
月
30
日
㈯

午
後
２
時
〜
4
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

12
人
（
先
着
）

料
金

会
員　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
非
会
員　
　
４
０
０
円

申
込
み

５
月
25
日
㈪
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
団
子

モ
ロ
ン
イ
ェ
ポ
ー
を
作
ろ
う

こちらから
申し込めます

日
時

５
月
30
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所石

見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
周
辺

料
金

一
人
５
０
０
円

（
小
学
生
以
下
無
料
）

浜
田
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

第
２
７
０
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

大
金
町
で
大
津
村
の
歴
史
を

訪
ね
散
策
し
ま
す

日
時

５
月
31
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
〜
正
午

場
所

波
子
海
水
浴
場
駐
車
場
に
集

合
し
現
地
へ
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

山
陰
浜
田
港

ど
ん
ち
っ
ち
ア
ジ
祭
り
２
０
２
６

日
時
6
月
６
日
㈯（
荒
天
時
中
止
）

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

場
所

は
ま
だ
お
魚
市
場
イ
ベ
ン
ト

テ
ン
ト
周
辺

問
合
せ

山
陰
浜
田
港
ど
ん
ち
っ
ち

ア
ジ
祭
り
実
行
委
員
会

門
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
7
８
９
６
‐
３
６
８
７

日
時

６
月
6
日
㈯

午
前
７
時
30
分
〜
正
午

（
梅
の
実
が
無
く
な
る
ま
で
）

※

受
付
終
了
時
間

午
前
11
時

※

生
育
状
況
に
よ
り
日
程
が
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所

三
隅
公
園
（
梅
林
）

料
金

１
㎏
１
０
０
円

問
合
せ

三
隅
支
所
産
業
建
設
課

☎
32
２
８
０
３

三
隅
公
園（
梅
林
）の
梅
狩
り

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画
映
画
上
映
会

「
て
っ
ぺ
ん
の
向
こ
う
に
あ
な
た
が

い
る
」(

上
映
時
間
１
３
０
分
）

日
時

５
月
24
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
40
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金

・
大
人　
　
　
　
　
１
２
０
０
円

・
大
学
生
以
下　
　
　
６
０
０
円

※

当
日
２
０
０
円
増

※

ス
タ
ン
プ
マ
リ
ン
カ
ー
ド
使
用
可

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

浜
田
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
、

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
浜
田
ス
タ

ン
プ
加
盟
店
、
石
正
美
術
館
、
江

津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

〇
５
月
11
日
㈪
ま
で
ア
ク
ア
ス
こ
い

の
ぼ
り
を
設
置

〇
4
月
29
日
㈷
〜
５
月
11
日
㈪
ま
で

は
児
童
福
祉
週
間
の
た
め
、
小
・

中
学
生
入
館
無
料

〇
5
月
２
日
㈯
〜
6
日
（振）
は
通
常
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
休
み
し
G
W

特
別
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中

※

５
月
７
日
㈭
は
休
館
日

春
の
特
別
展

「
う
み
の
ほ
ね
ほ
ね
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

日
時

５
月
11
日
㈪
ま
で

場
所

３
階
特
別
展
示
室

A
B
C
大
作
戦
（
雨
天
中
止
）

日
時

6
月
6
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

波
子
漁
港

参
加
費

無
料

※

軍
手
・
火
箸
な
ど
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
不
要
で
す
。

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

申
込
み

ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
（
当
日
参
加
可
・
事
前
申
込

者
飲
料
あ
り
）

※

前
日
午
後
５
時
に
公
式
S
N
S
で

開
催
の
有
無
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
い
き
も
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
」

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

５
月
11
日
㈪
、
25
日
㈪

午
前
10
時
〜

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
、
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
可
）

ア
ク
ア
ス
隣
は
っ
し
ー
広
場
イ
ベ
ン

ト
予
定

５
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈷

都
治
神
楽
社
中

４
日
㈷

有
福
神
楽
保
持
者
会

５
日
㈷

佐
野
神
楽
社
中

６
日
(振)

長
澤
社
中

10
日
㈰

日
脚
神
代
神
楽
社
中

17
日
㈰

追
原
神
楽
社
中

24
日
㈰

美
川
西
神
楽
保
存
会

31
日
㈰

熱
田
保
存
会

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

落
語
協
会

寄
席
普
及
公
演

グ
ラ
ン
ト
ワ
寄
席

日
時

６
月
14
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料
金
（
全
席
指
定
・
前
売
り
・
税

込
み
）

・
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

※

当
日
各
５
０
０
円
増

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

５
月
３
日
㈷
〜
チ
ケ
ッ
ト
発
売

開
始

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

日
時

６
月
6
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

場
所

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料

波
佐
歴
史
探
訪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時

６
月
14
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

治
和
町
六
町
内
集
会
所

料
金
無
料（
食
べ
物
は
一
部
有
料
）

※

古
墳
汁
１
０
０
食
無
料

問
合
せ

治
和
町
壮
青
年
部
六
親
会

水
津
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
５
０
４
‐
３
３
４
２

対
象

大
学
（
院
含
む
）、短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど

に
在
学
中
の
学
生

日
時

８
月
〜
９
月
の
３
日
以
上

会
場

各
受
入
れ
事
業
所
又
は
オ
ン

ラ
イ
ン

申
込
締
切
（
必
着
）

一
次

６
月
15
日
㈪

二
次

６
月
29
日
㈪

※

募
集
の
詳
細
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申
込
み

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
合
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
34
０
４
５
１

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

し
ま
ね
短
期
仕
事
体
験

こちらから
申し込めます

島
根
イ
タ
リ
ー

日
時

5
月
24
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

は
ま
だ
お
魚
市
場

問
合
せ

浜
田
漁
港
周
辺
エ
リ
ア
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

（
水
産
振
興
課
内
）

☎
㉕
９
５
２
０

鳶
巣
城
で
の
新
発
見
講
演
と

石
見
神
楽
上
演

古
代
ロ
マ
ン
と
の
出
会
い

ど
ん
ち
っ
ち
一
箱
古
本
ま
つ
り

日
時

5
月
24
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

展
示
ホ
ー
ル

内
容

古
本
を
段
ボ
ー
ル
一
箱
程
度

持
ち
寄
り
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
。

持
ち
寄
る
本
の
種
類
、
価
格
は
自

由
で
す
（
無
償
提
供
不
可
）。

※

出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

プ
ー
横
丁
代
表

原
田
さ
ん

☎
０
９
０
‐
２
２
９
５
‐
４
６
８
９

日
時

６
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

こちらから
申し込めます

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

〜
１
人
１
尾
さ
ば
い
て
み
よ
う
〜

問
合
せ

浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会

村
井
さ
ん

☎
０
９
０
‐
２
２
９
５
‐
０
５
９
９

日
時

①
５
月
30
日
㈯

午
後
７
時
〜
８
時
40
分

②
５
月
31
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
20
分

場
所

和
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

問
合
せ

和
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ

☎
45
１
９
１
８

音
楽
サ
ー
ク
ル
「
お
と
ぎ
の
国
」

和
田
ま
ち
セ
ン
ラ
イ
ブ

料
金

１
０
０
０
円

申
込
み

５
月
22
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込
書

を
水
産
振
興
課
内
浜
田
市
水
産
業

振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時

5
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

生
湯
海
岸
先
端

清
掃
場
所

生
湯
海
岸
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
２
４
４
‐
９
４
２
９

日
時

５
月
19
日
㈫
・
６
月
16
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金

無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

浜
田
養
護
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に
お

花
を
植
え
ま
せ
ん
か
？

日
時

５
月
22
日
㈮

午
前
10
時
〜

※

予
備
日

５
月
26
日
㈫

場
所

石
見
海
浜
公
園
中
央
広
場

※

手
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

（
要
事
前
申
込
）

石
見
海
浜
公
園

プ
ラ
ン
タ
ー
作
り

同
時
開
催
特
別
企
画

山
藤
法
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
ピ
ア

ノ
演
奏

「
二
足
の
わ
ら
じ
を
は
い
た
生
き
方
」

時
間

①
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
12
時
５
分

②
午
後
1
時
〜
１
時
20
分

演
奏
曲

・
ア
ル
プ
ス
の
夕
映
え

・
幻
想
曲
「
さ
く
ら

さ
く
ら
」

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

時
間

午
前
９
時
〜

©2025 「てっぺんの向こうに
あなたがいる」製作委員会

申
込
み

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ

☎
44
０
１
４
６

※

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。



広報はまだ：令和８年５月号
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

図書館情報
開館時間 ５月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 11日㈪･25日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ７日㈭･11日㈪
18日㈪･25日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

貸出ベスト10（令和８年３月期）
順位 タイトル 著者
1 マスカレード・ライフ 東野　圭吾
2 謎の香りはパン屋から 土屋　うさぎ
3 灰は灰 香納　諒一
4 時の家 鳥山　まこと
５ さよならジャバウォック 伊坂　幸太郎
６ 変な地図 雨穴
７ 木挽町のあだ討ち 永井　紗耶子
８ 暁星 湊　かなえ
９ カフェーの帰り道 嶋津　輝
10 成瀬は都を駆け抜ける 宮島　未奈

こ
ど
も
の
読
書
週
間

簡
易
閲
覧
所
の
ご
案
内

展
覧
会
の
お
知
ら
せ石本正《蟠竜湖の女》

2001年
５月の休館日　７日㈭、11日㈪、18日㈪
展示替え休館日 ５月25日㈪～６月５日㈮

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

会
期

５
月
24
日
㈰
ま
で

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

開
館
25
周
年
企
画
展

「
石
本
正
の
視
点
ｖ
ｏ
 l.
１  

朱あ
か

と
白
」

【
企
画
展
示
室
】

現
代
の
日
本
画
展
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

池
庄
司
淳
・
池
田
知
嘉
子
・
多
留
裕
二
・
吉

川
弘

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

●
Ｋニ

ッ

ト

ｎ
ｉ
ｔ
Ｍ

も

ち

ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
個
展

〜
毛
糸
の
世
界
ｋニ

ッ

ト

ｎ
ｉ
ｔ  

ｗワ

ー

ル

ド

ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
〜

会
期

５
月
２
日
㈯
〜
10
日
㈰

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

●
魅
惑
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

ジ
ャ
ワ
更
紗
の
世
界

会
期

５
月
13
日
㈬
〜
24
日
㈰

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
、
こ
ど
も
の

読
書
週
間
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
こ
と

ば
が
き
み
の
は
ね
に
な
る
」
で
す
。
子
ど
も

た
ち
に
、
よ
い
本
や
よ
い
雑
誌
に
親
し
む
こ

と
を
す
す
め
、
読
書
の
楽
し
み
や
喜
び
を
知

る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
は
、
気
軽
に
本

を
手
に
と
っ
て
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
市
内
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
本
の
入
替
を
行
っ

て
い
ま
す
。
５
月
に
は
新
し
い
本
も
含
め
た
入

替
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
設
置
場
所
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
国
府
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
周
布
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
美
川
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
大
麻
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
後
野
分
館
、

国
府
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
有
福
分
館
、
今
福

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
久
佐
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
木
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
安
城

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
井
野
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー

●
石
州
和
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

日
時

５
月
２
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時

会
場
石
正
美
術
館

回
廊（
荒
天
時
創
作
室
）

参
加
費

５
０
０
円

定
員

15
人
（
予
約
可
）

●
ド
ー
ナ
ツ
型
テ
ー
プ
ケ
ー
ス
を
デ
コ
ろ
う
！

日
時

５
月
５
日
㈷

①
午
後
１
時
〜

②
午
後
２
時
〜

（
所
要
時
間
約
30
分
）

会
場
石
正
美
術
館

回
廊（
荒
天
時
創
作
室
）

参
加
費

１
０
０
０
円

定
員

各
回
15
人
（
予
約
可
）

講
師

ア
ト
リ
エ
カ
ロ
ス
琴
野
和
世
さ
ん

●
【
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
Ｆフ

ァ

ン
Ｕ
Ｎ
！
】

朗
読
＆
筝こ

と

「
琴
姫
の
な
み
だ
」

日
時

５
月
16
日
㈯

午
後
２
時
〜
３
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

会
場

石
正
美
術
館
創
作
室
（
入
場
無
料
）

出
演

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
＆
花
音
（
朗
読
：
林
田

園
子
／
筝
：
梅
野
美
和
子
）（
予
定
）

大
田
市
仁
摩
町
に
伝
わ
る
琴
ヶ
浜
伝
説
を
も

と
に
し
た
絵
本
「
琴
姫
の
な
み
だ
」
を
テ
ー
マ

に
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
す
。

●
胡ご

ふ
ん粉
を
つ
か
っ
て
塩
豆
大
福
を
描
こ
う

日
時

５
月
23
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

石
正
美
術
館
創
作
室

参
加
費

１
０
０
０
円
（
展
覧
会
解
説
、
塩
豆

大
福
、
お
茶
付
き
）

定
員

15
人
（
要
予
約
）

講
師

学
芸
課
長
横
山
由
美
子

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

３
月
19
日
㈭
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
総
合
政
策
学
部
卒
業
生

２
人
、
国
際
関
係
学
部
卒
業
80
人
、

地
域
政
策
学
部
卒
業
生
１
３
５
人
、

大
学
院
修
了
生
２
人
が
旅
立
ち
の
時

を
迎
え
ま
し
た
。

山
下
一
也
学
長
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
て
、
国
際
関
係
学
部
卒

業
生
代
表
の
武
田
春
菜
さ
ん
、
大
学

院
修
了
生
代
表
の
陳
オ
ウ
旭
さ
ん
か

ら
、「
詳
細
な
歴
史
的
事
実
や
現
在

の
世
界
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
学
び
意

見
を
交
わ
す
中
で
、
物
事
を
一
つ
の

視
点
か
ら
で
は
な
く
様
々
な
視
点
か

ら
捉
え
た
う
え
で
考
え
る
と
い
う

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
留
学
中
は
思
い
を
う
ま
く

表
現
で
き
ず
挫
折
し
か
け
た
が
、
先

生
、
友
人
や
他
国
の
留
学
生
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
で
よ
り
広
い
視
野

を
持
て
た
」、「
大
学
院
で
の
研
究
生

活
を
通
じ
て
学
問
の
奥
深
さ
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
視
点
か
ら

地
域
や
社
会
を
見
つ
め
る
こ
と
の
重

要
性
を
学
ん
だ
。
島
根
県
立
大
学
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
市
民
研
究
員
制
度

で
、
地
域
を
対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

深
く
感
謝
し
た
い
」
と
謝
辞
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
、
島
根
県
立
大

学
大
学
賞
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

①
地
域
福
祉
に
お
け
る
見
取
り
図
を

考
え
る

講
師地

域
政
策
学
部

角
能
准
教
授

日
時

５
月
13
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

②
地
域
の
民
話
を
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て

絵
本
化
し
て
み
よ
う
！

講
師地

域
政
策
学
部

西
嶋
一
泰
講
師

日
時

５
月
20
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

③
視
覚
障
害
者
の
台
湾
近
現
代
史

講
師国

際
関
係
学
部

深
串
徹
准
教
授

日
時

6
月
3
日
㈬

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
45
分

共
通
事
項

会
場

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
１
・
２

定
員

各
30
人
（
先
着
）

申
込
み

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
又
は
地
域
連
携
室
ま
で

３
月
10
日
〜
11
日
（
１
泊
２
日
）

の
日
程
で
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
令
和

８
年
度
入
試
の
年
内
入
試
合
格
者
を

対
象
に
、「
入
学
予
定
者
交
流
会
」

を
国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家
で
初

開
催
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
垣

根
を
超
え
た
人
間
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
大
学
生
活
へ
の
不
安
を
や

わ
ら
げ
、
４
月
か
ら
始
ま
る
大
学
生

活
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
１
４
６
人
の
参
加
者
が
一
堂

に
会
し
ま
し
た
。

本
交
流
会
は
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
集
ま
っ
た
28
人
の
大
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
が
企
画
・
運
営
を
行
い
、
大
学

生
活
や
特
徴
あ
る
学
び
の
紹
介
の
ほ

か
、
参
加
者
同
士
の
対
話
を
軸
に
し

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

vol.271
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

令
和
７
年
度

総
合
政
策
学

部
・
国
際
関
係
学
部
・
地
域
政

策
学
部
卒
業
証
書
授
与
式
・
大

学
院
学
位
記
授
与
式

卒業式の様子

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０

公
開
講
座
の
ご
案
内

申
込
み
・
問
合
せ

地
域
連
携
室

☎
㉕
９
０
６
３

問
合
せ

地
域
連
携
室

☎
㉕
９
０
６
３

令
和
８
年
度
入
学
予
定
者

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

こちらから
申し込めます

交流会の様子

47 46広報はまだ：令和８年５月号
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.353

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

５
月
の
休
館
日

月
曜
日

11
日
・
18
日
・
25
日

振
替
休

７
日
㈭

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

影絵遊びとダンスを
楽しむ様子

紙コップ
気球の例

「
ツ
ペ
ラ
ボ
」
好
評
開
催
中

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

開
館
30
周
年
記
念
展
と
し
て
『
ツ
ペ

ラ
ボ
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
展

は
、
絵
本
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
、
様
々
な
作
品
を
生
み

出
すt

ツ

ペ

ラ

upera
t

ツ

ペ

ラ

upera

の
作
品
を

紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。tupera 

tupera

は
、
亀
山
達
矢
さ
ん
と
中

川
敦
子
さ
ん
に
よ
る
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ

ト
。
人
を
喜
ば
せ
た
り
、
驚
か
せ
た

り
、
笑
わ
せ
た
り
…
彼
ら
の
「
み

る
」
と
「
つ
く
る
」
は
愉
快
な
要
素

に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
当
館
の
開
館
30

周
年
記
念
展
に
ぴ
っ
た
り
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
す
。

７
シ
リ
ー
ズ
約
60
点
の
絵
本
原
画

を
は
じ
め
、
身
近
な
素
材
や
廃
材
を

使
っ
て
制
作
さ
れ
た
手
づ
く
り
お
も

ち
ゃ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

手作りおもちゃが並ぶ
展示室

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
木
の
ビ
ー
玉
こ
ろ
が
し
》

木
の
板
で
迷
路
を
作
ろ
う
！

◎
２
日
㈯
・
３
日
㈷

参
加
費

４
０
０
円

《
偏
光
板
万
華
鏡
》

偏
光
板
と
セ
ロ
テ
ー
プ
を
使
っ
て
、

不
思
議
な
万
華
鏡
づ
く
り
に
挑
戦
。

◎
４
日
㈷
〜
６
日
(振)

参
加
費

５
０
０
円

《
紙
コ
ッ
プ
気
球
で
あ
そ
ぼ
う
》

気
球
の
よ
う
に
、
ふ
わ
っ
と
飛
ぶ

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る
よ
。

◎
９
日
㈯
・
10
日
㈰

参
加
費

１
５
０
円

《
モ
ノ
タ
イ
プ
版
画
に
挑
戦
》

つ
る
つ
る
し
た
版
に
絵
の
具
を
ぬ

り
、
模
様
を
つ
け
て
紙
に
写
そ
う
！

集めて
います‼

　展覧会の創作コーナーや
週末の創作活動で使うため、
トイレットペーパーの芯を
収集中です。ご家庭や職場
で出た芯をぜひ当館
で活用させてください。
収集場所　当館２階
・収集箱に入れてく
ださい。

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
Ｄ
Ｊ
オ
ロ
チ
く
ん
」
と
即
興
演
奏

浜
田
市
出
身
の
音
楽
家
・
永
見
寿

久
さ
ん
の
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
演
奏
に
あ

わ
せ
て
ダ
ン
ス
で
楽
し
も
う
！
Ｄ
Ｊ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
見
れ
る
よ
。

日
時

24
日
（
日
）
14
時
〜

場
所

4
階
・
展
示
室

※
展
覧
会
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

◎
16
日
㈯
・
17
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

《
紙
コ
ッ
プ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
》

紙
コ
ッ
プ
を
二
枚
重
ね
て
簡
単
ア

ニ
メ
を
つ
く
る
よ
。

◎
23
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

《
紙
皿
Ｕユ

ー
フ
ォ
ー

Ｆ
Ｏ
》

紙
皿
を
使
っ
て
よ
く
飛
ぶ
Ｕ
Ｆ
Ｏ

を
つ
く
ろ
う
！

◎
30
日
㈯
・
31
日
㈰

参
加
費

２
０
０
円

時
間

い
ず
れ
の
活
動
も
参
加
受
付

は
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま

で
。
材
料
が
な
く
な
り
次
第
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

作
品
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ
て
工

作
す
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
実
際
に
手
を
動
か
し
て
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
作
り
に
挑
戦
で
き
ま

す
。
最
後
に
は
石
見
神
楽
に
ち
な
ん

だ
「
Ｄ
Ｊ
オ
ロ
チ
く
ん
」
が
登
場
！

愉
快
な
音
楽
に
あ
わ
せ
、
ダ
ン
ス
を

踊
っ
た
り
影
絵
遊
び
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
み
て
、
つ
く
っ
て
、
遊

べ
る
展
覧
会
で
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期

５
月
31
日
㈰
ま
で

料
金

・
一
般
（
大
学
生
以
上
）
８
０
０
円

・
小
・
中
・
高
校
生　
　
３
０
０
円

・
浜
田
市
民
割　
　
　
　
６
０
０
円

※

住
所
記
載
の
身
分
証
明
書
を
受

付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※

団
体
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,374 16,757 18,328 35,085
金 城 1,784 1,768 1,872 3,640
旭 1,211 1,153 1,117 2,270

弥 栄 605 491 524 1,015
三 隅 2,642 2,452 2,561 5,013
合 計 24,616 22,621 24,402 47,023

（単位：人）
人　口（令和８年３月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
開
館
30
周
年
を
記
念
し
て

「tupera tupera labora
tory

（
ツ
ペ
ラ
ボ
）」
を
開
催

中
で
す
。
絵
本
の
原
画
や
身
近

な
素
材
の
手
作
り
工
作
が
見
ら

れ
る
ほ
か
、
ユ
ニ
ー
ク
な
創
作

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

期
間
は
５
月
31
日
㈰
ま
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

今月の表紙

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

広
報

本
庁
　
〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎
0855‒22‒2612（

代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

５ (2026年
)
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